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お 待た せ し ま し た 。 リ コ エ イ ショ ン ゲ ー ム 第 6 弾 『 神 々 の 大 地 ー 古 
事 記 外 伝 上 』 を お 送り し ます 。 

古事 記 ] は 全 3 落 、 そ の うち 上 つ 巻 すべ て が 神代 の 話 一 一 つま り 
神話 に 費 き れ て いま す 。 そ の 中 に は アマ テラ ス や スサノオ 、 オ オク ニ 


ヌシ な ど 、 個 性 的 な キャ ラク ター が 多数 登場 し ます 。 日 本 の 史書 と し 
て 、「 証 事 記 】 と あわ せ て 「 記 紀 ] と よ ば れる 「 日 本 書 紀 』 が あり ま 
す が 、 そ ちら で は 神代 の 話 は 30 巻 中 2 巻 し か 書か れ て いま せん 。 
[古事記 』 に 記さ れ て いな が ら 、 「『 日 本 書 紀 』 に は 含ま れ な か っ た 、 
物語 的 に みて 面白 い 部 分 一 一 大 国 主神 (オオ ナム ヂ 、 ヤ チ ホ コノ カミ ) 
の 話 一 - を ゲー ム に し て み ま し た 。 こ れ ら の 物語 は 、 複 数 人 物 の 伝 
記 ・ 伝 基 を 集め て 1 人 の 主人 公 と し た と 思わ れ 、 そ の た め 豊 か な 人 物 
像 と 地域 色 を 持ち ます 。 
ギリ シャ 神話 ・ 北 欧 神話 を モナ ー フ に し た ゲー ム は 多く あり ます が 、 
日 本 の 神話 の 時 代 を 扱っ た ゲー ム は あま り 目 に し ませ ん 。 ヤ マト タケ 
ル ノ ミ コト や スサノオ の 冒険 謀 は 西洋 の ファ ンタ ジー に も 負け な い 面 
H さ が あり ます 。 
『 神 々 の 大 地 一 古事 記 外伝 ー こ 』 は 、「 古 事 記 】 を 基本 に 、 外 伝 的 な 妥 
素 も ずい ぶん 盛り 込み まし た 。R PG と シミ ュ レ ーション の 要素 を 合 
わせ 持っ た 、 リ コ エ イ ショ ン ゲ ー ム な ら で は の プレ イ の 自由 度 と キャ 
、 ラク ター の 魅力 を 存 分 に 味わっ て くだ さい 。 


フク ザワ ・ エ イジ 


句 降 了 臨 の 章 


名 試練 の 章 品 


名 政事 の 章 ロ 


立ち ふさ が る 異形 の も の た ち 


最 古 の 書物 一 一 『 訓 事 記 | DOCDOCOPOOOCDCOCOCCLCDOOEOCPPPCCPOOLDCLLPCO 3 
『 古 事 記 』 と は 
『 神 々 の 大 地 一 古事 記 人 外伝] の 世界 … ぐ eee 4 
華原 中 国 を 平定 せよ ! 神代 の 物語 


フィ ー ル ド で の 流れ PICOONOGCICCCKOO つ OCR ペペ OCR スス 10 
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怪物 と の 戦闘 DOGOOCOUKKKKAZOOKKKKXCCKKYNYCXCIOCOOLXLYTOL OOCrKYKKCLZCPCZPCC CO 20 


個人 戦 闇 コ マン ドン ノ 戦闘 の 進め 方 / 智 の 力 ・ 術 
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村 戦 争 の 準備 部 隊 の 情報 と 機動 カン 戦争 の 勝敗 
村 戦 争 コ マン ドン ノ 部 隊 戦 闘 と 部 隊 戦 闘 コマ ンド 


アマ テラ ス と 中 オ OUCXYKUDLEKYKKYSICCDPDPIYOKRYOCKKESS マ SPPPCIPDPPPPPPYYSYYPEPY 33 


弥生 時 代 の 稲作 の 伝来 42 > > 6 く 9SS 宛 ee 36 
金属 回 へ の 移行 、 


「 古 事 記 』 と は 


人 古事 記 の 成立 


念 三 つ の 巻 


「 証 事 記 】 は 、8 世 紀 (712 年 ) に 成立 し た 、 現 存する 日 本 最 古 の 歴 
ね お の や すま っ 


史 文 学 書 と 言わ れ て いま す 。 [和銅 奏 息 本 ] (大 安 高 但 本 ) と も 言い 


ます 。 そ の 編 殴 の 過程 は 、 ま ず 艇 田 阿 礼 が 天 臣 天 La 
する こと か ら 始 まり まし た 。 語 習 と は 、 解 読 し 、 口語 (音声 化し 、 記 


憶 ) する で と で す 。 

それ まで の 書 家 に 伝わる 党 記 (氏族 の 系 譜 の 書 ) と 本 辞 (前 の 世 の 
伝え 事 ) が 真実 と 異な り 、 多 く の 偽り を 加え て いま し た 。 そ の た め 正 
し いも の を 後世 に 残す 目的 で 、 天 武 天皇 の 勅 に より 帝 記 を 記し 定め 、 
本 辞 を くら べ て 艇 田 阿 礼 が 諸 習 し た の で す 。 で す が 、 天 武 天皇 が 崩御 
し た た め 、 負 ( こ 浮 いた 形 に な っ で し まい まし た 。 

その 後 、 太 安 高 人 が 元 明 天 皇 の 勅 に よ 歓 録 (記し 定め ) し 、 和 鋼 
石 年 7 年 ) 正月 人 日 献上 し た と 「 証 事 記 ] の 前 文 に 伝え ん られ て 
いま す 。 


「 訓 事 記 』 は 全 三 葉 構 成 で 、 上 つ 希 、 中 つ 巻 、 る 纏 に 分 か れ て い 
ます 。 四 、 国 が 造ら れ 地 開 章 か ら 欠 箇 芸 ひ (神武 天皇 ) 


で ん そん こう り ん 


2 を 扱 つて いま す 。 中 つ 巻 か ら は 、 天 旦 


の 記述 に 移り 、 禁 記 天 皇 か ら 応 神 天 皇 まで を 、 下 つ 巻 は 、 侍 徳 天 皇 か 
ら 】i 大 生ま で を 旨 介し て いま す 。 


結果 、 今 に 、 
部 分 も 、 考 上 に よる 先天 と 人 せ て 前 され る よう に な っ て きま 
、 今後 の 研究 で 、 より 多く 


最 古 の 書物 一 一 『 古 事 配 」 4 隆 臨 の 章 [3] 


華原 中 国 を 平定 せよ ! 、 ( 


借 ゲ ー ム の 目的 恵み と 知 の 象徴 の アマ テラ ス 。 


争い と 力 の 象徴 の スサノオ 。 
2 人 の 神 が 括 抗 す る 時 代 、 主 人 公 の オオ ナム ヂ は 、 ア マテ ラス か ら 
使命 を 受け ます 。 涯 原 中 国 を 平定 せよ 1 | 


華原 中 国 は 、 人 々 の 争い に より 荒廃 の 一 途 を た どっ て いま し た 。 和 欲 
望 に か られ た 人 々 は 、 ス サ ノ オ の 強大 な 力 を 欲す る よう に な っ て いき 
まし た 。 そ の 信仰 心 と も ゃ いう べき 渦 望 に より 、 今 まさ に スサノオ が 復 
活 し よう と し て いる の で す 。 ス サ ノ オ の 復活 を 阻止 する た め に は 
原 中 国 を 平定 し 、 争 い の な い 世 界 を 創 ら ね ば な り ま せん 。 


村長 の 頼み を 怪物 を 
叶え る 退治 する 
村 を 譲り 
受け る 
村 を 統治 する | 


| 食糧 供給 の ] [ 0 


その た め に は まず 、 ス サ ノ オ が は る か 普 に 封印 され た と いう 黄泉 
比良 坂 に 向かい 、2 つの 神器 を 手 に 入れ な けれ ば な り ま せん 。 こ 
の 神器 こそ 大 国 主 の 証 な の で す 。 神器 を 手 に 入れ る に は 、 そ れ を 守る 
怪物 と 戦わ な けれ ば な り ま せん 。 た だ 、 1 人 で 戦う に は 危険 が 多 過 ぎ 
ます 。 仲間 を パー ティ ー に 加え て 戦い まし ょ う 。 


安定 化 


そし て 、 イ ズ モ の 村 に 向かい 、 村 を 譲り 受け ます 。 
その 後 、 各 地 の 村 を 訪れ て 治め て いき ます 。 村 を 譲っ て も ら う に は 
その 桂 の 長 を 訪ね て 、 交 渉 し た り 依頼 を 引き 受け る な ど 平 和 的 に 行っ 
て いき ます 。 や も を 得 な い 場合 は 、 戦争 に よっ て 村 を 春 う こと も で き 
ます 。 


すべ て の 村 の 人 口 を 
3,000 人 以上 に する 


| 


村 を 譲ら れ た ら 、 村 % 営 を 行っ で 豊 か に し で いき まし ょ う 。。 村 に 用 
っ た 政策 を と っ て 、 義 思 を 者 ll ま 9 6 


@ 最 終 目標 最終 日 標 は 、30 あ る 村 を すべ て 治め て 、 そ れ ぞ れ の 村 の 人 口 を 平 
acRS000 較 計 に する こと で 生 。 


二 ケ こ ^ 全 本 


人 公 が 死亡 する と ゲー ヘム オ ー/ 
除 陣 の 幸 ヤ 『 神 4 の 大 地 ー 古事 記 外 伝 』 の 世界 | 


念 世界 の は じ ま り 


スサノオ の 影 


人 @ イ ズ モ の 村 で 


この 世界 は 3 つの 世界 に 分 けら れ て いた 。 ひ と つ は 神々 の 住む 高 天 
の 原 。 ひ と つ は 、 人 間 の 住む 華原 中 国 。 も う ひ と つ は 、 死 者 の 住む と 
いう 区 泉 の 国 と 通じ て いる 根 の 国 で ある 。 い ま 、 根 の 国 の スサノオ に 
か けら れ た 封印 が 破 ら れ よ うと し て いる 。 


NII 人 間 に 文 化 を 授け た 。 そ し て 文化 の 発展 に よっ て 、 人 々 の 
暮らし は 裕福 に な っ 0 し か し 、 和 裕福 に な っ た 分 、 人 間 の 心 に 
は 和 倶 望 が 発生 し た 。 欲望 ( は 妊 み や 憎 し み を 生み 、 人 々 は 互い に 和 争う よ 
うに な っ て いっ た 。 争い は 、 憎 し み を 晴らす どこ ろか 、 か えっ て 深め 
る ば か り だ っ た 。 工 原 中 国 は 、 次 第 に 混乱 の 渦 に ひき こま れ て いっ た 
の が だ 。 

混乱 、 憎 し み 、 \ ! 箇 それ ら を 糧 と する 破壊 神 ス サ ノ オ の 
力 は 日 増し に 大 きく な り 、 封 印 を 自ら 解き 放 て る ほど に な っ て し まっ 
3 Jo 人 て は 、 も う ア マテ ラス で も 9 店 も で 
き な い の だ 。 混 乱 が 続い た た め と 、 先 の スサノオ 封印 の 際 に 力 を 使い 
すぎ て いた た めで ある 。 

この まま で は 攻 原 中 国 は 、 闇 の 世界 に な っ て し まう 。 ア マテ ラス は 、 
- 人 の 若者 に この 世界 の 未来 を 託す こと に し た 。 世界 が 安定 し 、 人 々 
の 心から 憎しみ が 消え れ ば 、 スサノオ の 復活 $ あ りえ な く な る か ら だ 。 
アマ テラ ス に この 使命 託 き れ た 若者 こそ が 、 こ の ゲー ム の 主人 公 オ 
オナ ム ヂ で あっ た 。 


アマ テラ ス か ら 使 命 を 受け た オオ ナム ヂ は 、 イ ズ モ の 村 に や っ て き 
7 四 村 に 入る の 戦争 の 準備 を Mi 
何 か 普 通 の 村 と は 違う 。 普 通 の 村 な ら ば 、 人 の 活気 に 溢れ た 声 に 包 


、。 まれ て いる は ず 。 こ こ は 兵士 た ちの ビリ ビリ し た 緊張 感 だ けが 目立っ 


で いる の だ 。 一身 な 宮 気 の 中 、 オオ ナム ヂ た ち は と ある 住居 に 
入っ た 。 申 に は 気 の 良 きそう な 、 自 雌 で 骨 を た くわ えた 、 好 好 爺 と い 


『 神 々 の 大 地 二 古事 記 外伝 一 』 の 世界 隆 防 の 章 


価 二 人 の 神 


う 表 現 が ぴっ た り の 老人 が 一 人 いた 。 老 人 は 、 オ オナ ム ヂ に 向かっ て 
話し 始め た 。 


お や 、 お まえ さん 見 か けん 上 顔 じ ゃ が …… ど こ か らき な すっ た ? 


わか らん じゃ と ? どこ の 村 か ら 来 た の か 記憶 が な い ? ふむ 、 
東 の 洞窟 に ほう か ら 来 た よう じゃ な 。 あの 洞 究 は 、 貴 泉 の 国 に つなが 
っ と る と の 忠 の 昔 泉 比良 坂 じゃ 。 
お 主 も 知っ て お ろう 。 こ の 世界 は 、 三 つ に わけ られ て お る こと を 。 


ーー つが 神々 の 住ま われ る 高 天 の 原 、 も う 一 つが わし ら の 住む この 華原 


中 国 、 そ し て 死者 の 国 と 言わ れ て いる 黄泉 の 国 じ ゃ 。 あ そこ に 入っ て 


び 地 上 に 戻っ て きた 者 は お らん 。 近寄ら ん ほう が 身 の た めじ ゃ ぞ 。 


な (7 スリ ジン オ に 会 うた じゃ と 7 馬 腸 を 申 で な い 。 スサノオ 


は まだ 、 地 中 深く 眠っ て いる は ず じ ゃ ! 


何 か 訳 あ り の よう じゃ な 。 そ の くせ 、 自 分 の 状況 な ど 何 も わか っ て 
いな いと 見 える 。 し か た が な い の う 、 な せ ぜ 今 の 状況 に な っ た か を 説明 
(GSC. 

古く か ら の 言い 伝え じゃ 。 こ の 世界 が で きた 最初 に 、 何 人 か の 神々 
が お 生ま れ に な っ た 。 そ の 神々 は この 大 地 


華原 中 国 を お 造り に な 


っ た 。 そ し て 次 に 二 人 の 神 を 名 きれ た の じゃ 。 一 人 は 光 を 司る 創造 神 
アマ テラ ス 。- 人 は 闇 を 司る 破 填 神 ス サ ノ オ 。-- 人 の 神 は 、 わ し ら の 

うな 人 間 に 文 化 を 与え られ た 。 人 々 は 次 第 に この 華原 中 国 に 増え 、 
栄え て いる た 。 暮らし % ぬ 安定 し て ゆっ た 。 そ し て 殖 、 こ の 平和 が 永久 
に つづ くも の だ と 信じ て いた 。 

そん な 時 じゃ ! スサノオ が アマ テラ ス 様 に 対し て 反乱 を 起こ し た 
の は !! スサノオ は 、 も と も と 気性 が 激しく 、 荒 ぶる 神 と し て 知ら れ て 
いた 。 光 と 闇 、 創 造 と 破壊 、 ア マテ ラス 様 と 表裏 一 体 と も いえ る 相反 


[6] 、 隆 際 の 章 じ 『 神 々 の 大 地 一 古事 記 外 伝 』 の 世界 


する 性 格 と いう こと も あっ た だ ろう が 、 反 乱 の 原因 は わか っ て お らん 。 
争い は 永き に わた っ た 。 も と も と が この 華 原 中 国 を 統治 し て いる と 


いっ て いい お 二 人 が 和 争う の だ か ら 、 華 原 中 国 は 乱れ に 乱れ た 。 そ し て 
人 々 の 心 も す さん で いっ た の じゃ 。 ア マテ ラス 様 は 激闘 の 未 、 つ い に 
スサノオ を 黄泉 の 国 に 通じ る 根 の 国 に 封じ こめ た の じゃ 。 

さす が の アマ テラ ス 様 も スサノオ と の 闘い で 疲れ は て て し まっ て い 
た 。 そ の た め 華 原 中 国 に は 永く 神 が 不 在 で あっ た 。 ア マテ ラス 様 が き 
ちん と 統治 し て お られ た な ら 、 な か っ た こと な ん じゃ ろう が 、 徐 々 に 
スサノオ の 封印 が 解 か れ 始め て いる の じゃ 。 人 々 の 心 が 欲望 に 満ち 深 
れる こと に よっ て 、 ス サ ノ オ の 復活 が な され る の じゃ 。 そ の 復活 を 阻 
止 する に は 、 華 原 中 国 を 平定 し 、 人 々 の 心 を 安らげ な けれ ば な らん 。 


[神々 の 大 地 一 古事 記 外伝 一 』 の 世界 降臨 の 章 


念 村長 の 変貌 


信 タ ギ シ の 村 へ 


降臨 の 章 じ 『 神 々 の 大 地 一 古事 記 外 伝 一 』 の 世界 


お ぬ し 、 ス サ ノ オ の 復活 を 阻止 する と いう の か 9 
もう 


ら で き る や も し れん 。 ど う や ら お 主 は 、 ア マテ 
ラス 様 の ご 加護 を 受け て お る よう じゃ な 。 


の 27582042202000 話 が 長く な っ て し まっ た よう じゃ な 。 上 爺 い 
の 長 ば な し に つき あわ せ て し まっ て すま な ん だ な 。 
お や 、 も う 行 く か ? 気 を つけ る ん じゃ ぞ 。 
まっ た く 、 こ の イズ モ の 村 の 者 も 戦争 の 準備 ば か り し て お る 。 村長 
タケ ヒラ トリ が 人 が 変わ っ て し まっ た よう に な っ て の 。 ま る で ス サ 
ノ ォ に 肖 か れ て いる よう じゃ な 。 お っ と 、 こ ん な の が 他 の 者 に 義 か れ 
た ら 、 た だ じゃ お れん か 。 
革 は 民 の た め に 良く 尽く し て くれ 、 タ ケ ヒ ラ ト リ も 村長 らし か っ た 
日 黄泉 比良 坂 に 怪物 が 出る と いう 嘩 を 開い て 、 確 か め 
向かっ て か ら 、 お か し く な っ て し まっ た の じゃ 。 
無事 に 戻っ て きた と 思っ た ら 、 よ ろ こ ぶ 村 人 た 

上 


ん じゃ が 。 先 


に 向かっ て | タ ギ シ 
村 を 攻め 取る ! | と 叫び 始め た の じゃ 。 こ ころ な し か 眼 付 きも 変わ 
っ て いた よう な 気 も する の お 。 昔 か ら 仲良 く や っ て きた タ ギ シ の 村 を 
どの な べ で 、 正気 の 沙汰 と は 


。 何で も 夢枕 に 


そう いえ ば 。 2 外 ミ ナカ タ い う 者 が オオ ナム 誠 ど いう 男 を 提 し 
お っ た ぞ 女神 が 現れ て 、 オ オナ ム ヂ の 力 に 
っ た と か …… 


て 「 


2 上 論 司 語 : 
。 会 っ て みる が よい 。 何 か 道 が 開け る は ず じ ゃ 。 


タケ ヒラ トリ を 倒し て 、 イ ズ モ の 村 を 統治 する 立場 に な っ た オオ ナ 
ム ヂ で ある が 、 休 間もなく 次 は タ ギ シ の 村 に 行か な けれ ば な ら な い 。 
「 イ ズ モ 軍 、 タ ギ シ に 侵攻 | の 嘩 を 聞い て いる 村人 は すでに 交戦 準備 
に か か っ て いる と の こと 。 

その 危機 は すでに 去っ た の だ か ら 、 事 の 次 第 を 

な けれ ば な ら な い 


由 ー 


(4 に 知ら せ 
タ ギ シ の 村 に つい た オオ ナム ヂ は 


っ そく 村長 の ヒノ カタ ビ コ に 


借 六 原 中 国 平定 に 向け て 


っ た 。 タ ケ ヒ ラ ト リ の こと 、 自 分 が 大 国 主 と な る 命 を 受け た こと な ど 
を 話し 、 協 力 を あお い だ 。 ヒ ノ カ タビ コ は 事情 を 理解 し 、 村 を 譲る こ 
と を 合 諾 し て くれ た 。 


こう し て 切原 中 国 の 2 つの 村 を 統治 する こと に な っ た オオ ナム ヂ は 、 
村 の 住民 の 生活 を 安定 させ る た め に 奮闘 する 。 各 地 に 不穏 な 動き や 噂 
を 開く た びに 、 ス サ ノ オ の 力 が 伸び て き て いる こと に 気がつく 。 イ ズ 
モ の 村 の タケ ヒラ トリ が そう で あっ た よう に 、 ス サ ノ オ に 操 ら れ て い 
る 村長 が 他 に も いる 可能 性 が ある 。 そ の 者 た ち が 先 頭 に な っ て 村 同 士 
の 争い を 起こ す な ら 、 こ の 華原 中 国 は スサノオ の 思い 通り に され て し 
まう 。 そ うな ら な いた め に も 、 オ オナ ム ヂ は 華原 中 国 を 平定 し な けれ 

な ら か カ 


ゲー ム 開 始 時 か ら 、 イ ズ モ の 村 の 統治 まで は 、 次 の よう な ルー ト で 進 
み ま す 。 


① ス ター ト 地 点 


② 黄 泉 比良 坂 


イズ モ の 村 


フィ ー ル ド 画 面 ① 工 原 中 国 へ 降臨 


村長 タケ ヒラ トリ 


二 > 
/ 


主人 公 が 死亡 する 
村 画 面 


イズ モ の 村 を 統治 国造 り の 流れ (25 ペ ー ジ 参照 ) 


村 を 豊か に する 


試練 の 章 レ フィ ー ル ド で の 流れ 


フィ ー ル ドコ マン ド ( 


放 
聞 


情報 


》 移動 する 
中 に 入る 
ぁ 術 を 使う 


P 人 物 を 見 る 

ぁ 道具 を 見 る 

P 村 を 見 る 5 

ぁ 文化 を 見 る 


y 地形 を 
ぁ 資源 を 発掘 する 


調べ る ②) 
y 操作 する (の 
ぁ 道具 を 試す ( ゆ 


隊列 を 変更 する 


ル デー タ の セー ブ 
> 設定 を 変え る 


ゲー ム 終 了 


調査 する dj) 


フィ ー ル ド 画 
実 稚 で きま 9 


( ダ ) ダン ジョ ン 内 の み 、 


(スタ ー ト アッ プ 6 ペー ジ 参 照 ) 


で は 次 の コマ ンド を 
) 内 は 実行 で きる 場所 を 示し ます 。 


(村上 ) フィ ー ル ド の 村 の 上 の み 、 ( 村 中 ) 村 の 中 の み 。 


村 や ダン ジョ ン の 入口 に 移動 し ます 。 


村 や ダン ジョ ン の 中 に 


人 入り ます 。 


術 ( 神 術 ・ 鬼 道 ) を 使用 し ます 。 気力 を 消費 し ます 。 


薬草 な どの 道具 を 使用 し ます 。 


武 只 、 防 具 、 
不要 な 道具 を 捨て ま 


パー ティ ー を 組ん だ 


諾 符 を 装備 し ます 。 


o 


人 物 の 情報 を 見 ます 。 


パー ティ ー が 所 持 し て いる 道具 の 一 覧 を 見 ます 。 
村 の 地形 な どの 情報 を 見 ます 。 
村 の 中 の 詳細 な デー タ を 見 ます 。 村 の 中 で 実行 で きま す 。 


村 の 周辺 の 地形 を 調査 し ます 。 


土地 に 埋蔵 され て い 


ダン ジョ ン の 中 の 礎 
ダン ジョ ン の 中 の ス 


る 資源 を 発掘 し ます 。 


や 宝箱 を 調べ ます 。 
イッ チ な ど を 操作 し ます 。 


ダン ジョ ン の 仕掛 け の 中 に は 特殊 な アイ テム を 必要 と する も の が あり 


ま 9 持っ て いる 道 
パー ティ ー の 隊列 を 
デー タ を セー ブ ( 記 欠 
表示 時 間 な どの 設定 


具 の 中 ! 
変更 し ます 。 


に 必要 な も の が ある か を 試し ます 。 


し ます 。 タ ンジ ョ ン 内 信 ま セー プ で きま せん 。 
時 アン 


ゲー ム を 終 下 し ます 。 


フィ ー ル ド で の 流れ る 試 練 の 章 


各 情報 の 見 方 了 


回 村 情 報 


昌 地 面 柄 
耕地 面 縛 


試練 の 章 ウ デー タ の 見 方 


村 の 土地 の 情報 で す 。 フ ィ ー ル ド 画 面 (スタ ー ト アッ プ 6 ペー ジ 参 照 ) 
に いる と き に 情報 コマ ンド の 「 村 を 見 る ] で 見 る こと が で きま す 。 () 
内 は その 情報 に 関連 する 職業 で す 。 

信平 地面 積 平地 面積 で す 。 (採集 ) 

価 耕 地面 積 稲作 な ど を 行っ て いる 耕地 の 面積 で す 。 (稲作 ) 

信 山 面積 。 鉱脈 が 眠っ て いる 可能 性 の ある 山 の 面積 で す 。 (狩猟 ) 
念 森 面積 採集 を 行う 森 の 面積 で す 。 (狩猟 ・ 採 集 ) 

念 海川 面積 漁労 を 行う 海 ・ 川 の 面積 で す 。 (漁労 ) 


村 の 文化 の 情報 で す 。 村 の 中 に いる と き に 情報 コマ ンド の 「 半 情報 を 
見 る ] で 見 る こと が で きま す 。 
信 生 産 者 人 口 稲作 、 採 集 、 狩 猟 な どの 食料 生産 、 お よび 、 そ れ 以 
外 の 生産 に た ず き さわ っ て いる 住民 数 で す 。 
食 総 兵士 数 各 人 物 に 配備 され て いる 兵士 数 で す 。 
念 食料 充足 指数 住民 へ の 食料 の 配布 状況 で す 。 
信 食 料 備 昔 1 米 や 木の実 な どの た くわ え の 量 で す 。 
人 食料 備蓄 2 肉 や 魚 な どの た くわ え の 量 で す 。 
人 文化 度 その 村 全 体 の 文化 の 浸透 度 (意識 の 高き ) で す 。 
ぁ 職業 詳細 : 各 職 業 の 人 口 と 、 技 術 力 を 表示 し ます 。 
, 人 物 情報 : その 村 に いる 人 物 名 と その 職業 の 一 覧 を 表示 し ます 。 


人 物 は 次 の よう な 能力 デー タ を 持っ て いま す 。 フ ィ ー ル ド で は 、 仲 間 

(パー ティ ー を 組ん で いる 人 物 ) 、 村 の 中 で は 村 に いる 人 物 の デー タ 
を 、 そ れ ぞ れ 情 報 コ マン ド の 「 人 物 を 見 る | (17 ページ 参照 ) で 見 る 
こと が で きま す 。 

@ 体 力 人物 の 体力 で す 。 敵 の 攻撃 で 減り 、 戦 闘 中 に 0 に な る と 死 

亡 する 可能 性 が あり ます 。 薬草 や 、 術 で 回 復 し ます 。 

信 気 力 術 ( 神 術 ・ 鬼 道 ) を 使う た め に 必要 な 力 で す 。 使 っ た 術 に 

応じ て 減っ て いき ます 。 

@ 力 力 の 強 さ で す 。 こ の 値 が 高い ほど 、 攻撃 力 が 上 が り 、 戦 闘 時 
に 敵 に 与え る ダメ ー ジ が 大 きく な り ま す 。 

すばやさ 身 の こ な し の 早 さき で す 。 

@ 知 力 頭 の 良さ で す 。 こ の 値 が 高い ほど 、 術 の 効果 な ど が 上 が り 

ます 。 

@ 連 運 の 強 さ で す 。 こ の 値 が 高い ほど 、 個 人 戦闘 時 に 逃げ や すく 

な ど 幸 運 な 結果 が 得 ら れ ま す 。 

@ 器 用 さ 道具 な ど を 造る 技術 を 指導 する 能力 を 表し ます 。 こ の 値 

が 高い ほど 、 生 産 的 な 職業 に 向い て いま す 。 

@ 攻 撃 力 攻撃 の 成 力 で す 。 こ の 値 が 高い ほど 、 戦 闘 時 に 敵 に 与え 
る ダメ ー ジ が 大 きく な り ま す 。 - 

@@ 術 攻撃 。 術 を 使っ た と き の 効 果 の 大 き さ で す 。 

防御 力 攻撃 に 対す る 防御 力 で す 。 こ の 値 が 高い ほど 、 敵 か ら 受 

ける ダメ ー ジ が 小さ く な り ま す 。 

@ 術 防御 力 敵 が か け て くる 術 に 対す る 防御 力 (抵抗 力 ) で す 。 
会 話 : その 人 物 と プレ イヤ ー が 会 話 を し ます 。 自 分 の 立場 に 満足 し て 
いる か な ど を 話し ます 。 | 
詳細 : その 人 物 の 身分 や 、 指 導 、 引力 な ど を 表示 レ ま す 。 

ぁ 神 術 : その 人 物 が 身 に つけ て いる 神 術 で す 。 

し 移 道 その 人 物 が 身 に つけ て いる 鬼首 です 。 

身分 : その 人 物 が 所 属す る 村 名 、 身 分 、 レ ベル で す 。 
兵士 : 兵士 数 や 属性 (| 部 隊 の 種類 | 30 ペ ー ジ 参照) 、 鉄 普及 度 、 十 
気 な ど を 表示 し ます 。 


デー タ の 見 施 3 試 練 の 章 回 


人 物 は 次 の よう な アイ テム を 手 に 入れ 、 装 備 し た り 、 使 用 する こと が 
で きま す 。 パ ー テ ィ ー 全 員 合わ せ て 最大 16 個 まで 持て ます 。 

身分 (17 ペ ー ジ 参照 ) に よっ て 装備 で きる も の と で き な い も の が あり 
ます 。 身分 は 武力 系 と 知力 系 の 2 系 統 が あり ます 。 

武力 系 : 大 国 主 、 長 、 武 人 、 狐 師 、 海部 、 馬 飼 、 天 神 

知 系 : 鬼 道 師 、 神 術 師 、 農民 、 鍛冶 部 、 玉造 

どちら か の 系 統 し か 装備 で き な い アイ テム は (武力 系 ) (知力 系 ) で 
示し ます 。 何 も 表示 が な い ア イ テ ム は 、 ど ちら の 系 統 で も 装備 、 使 用 
で きま す 。 


赤銅 の 剣 し ゃ く と う の け ん 十 拳 剣 と つか の つる ぎ 
鋳造 で 造ら れ た 銅 剣 を 研磨 し て 、 10 握 り 分 も ある よう な 長い 剣 。 
切れ 味 を 鋭く し た 剣 。 


生 太 刀 いく < たち 

大 国 主 と し て 菩 原 中 国 を 治め 
る た め に 必要 な 神器 。 

生き 生き と し た 力 の 象徴 。 


生 弓 矢 いく ゅ み ゃ 
強 弓 。 
生 太刀 と 対 に な っ て M ぬ る 神器 。 


葛 の 弓 か ずら の み 
猟師 が 使う 弓矢 。 
非常 に 軽く 住 上 ぼ ぽ られ て いる 。 


S | 紐 小 用 ひも こ が た な ヒ イ ラ キ の 杖 ひい らき ぎの つえ 


懐 に し まえ る よう な 短い ぃ 刀 。 ヒイラギ の 木 を 枕 に し た も の 。 
鉄 を 鍛え ん た も の で 切れ 味 は 鋭い 。 告 齢 の 高い 本 で 作ら れ た も の は 
Mi 9 呪 力 を 持つ と いわ れ て いる 。 


試 人 の 音 じ デー タ の 見 方 


皮 の 負 か ゎ の よろ い 
動物 の 皮 を 固め て 作っ た 鎧 。 
軽い が 、 防 御 力 は それ ほど 高 
な い 。 


人 @ 知 力 系 


麻 の 服 ぁ さ の ふ < 
麻布 で で きた 服 。 

防御 力 は 、 裸 より まし と いっ た 
CE の と 


蛇 文 の 指輪 じゃ も ん の ゆび ゎ 
金 で 作ら れ た 指輪 。 

蛇 の 紋様 が 彫 ら れ て いて 、 蛇 の 魔 
力 に より 、 身 に つけ た 人 物 を 守る 。 


薬草 ゃ < そ ぅ 
体力 を 回 復 さ せる 。 


で 気力 を 


胴 の 部 分 を 守る た め の 鉄 で 作ら 
れ た 鎧 。 


捧 申 けい こぅ 
た くさ ん の 小さ な 鉄板 を 皮 で つ 
な き 止 め た 鎧 。 動き や すく 防御 


力も そこ そこ 高い 。 


皮 の 服 か ゎ の ふ < 


動物 の 度 を な めし て 作ら れ た 服 。 
麻 の 服 よ り 防 御 力 は 高い 。 


メノウ の 勾玉 めのう の ま が た ま 
メノウ を 加工 し て 作ら れ た 勾玉 
の 首飾り 。 


毒 消 草 と くり し え ぅ 
戦闘 中 に 受け た 毒 を 中 和 さ せる 。 
戦闘 が 終了 する と 、 自 動 的 に 毒 
ば 消え る 。 


l 山 ぶどう や ま ぶ ど と ぅ 


復 さ せる 。 


デー タ の 見 方 試練 の 章 


試練 の 章 じ デー タ の 見 方 


[店 ] と いっ て も 「 神 々 の 大 地 一 古事 記 外 伝 一 』】 に は 、 お 人 金 の 概念 が 
あり ませ ん 。 し た が っ て 取引 は すべ て 物 々 交換 に な り ま す 。 プ レイ ヤ 
ー に と っ て の 財産 は 、 住 民 と アイ テム で す 。 

信 集 会 場 

村長 の 住む 家 に あり ます 。 プ レイ ヤー が 治め て いる 村 で は 、「 村 コマ 
ンド 」 を 実行 で きま す (26 ペ ー ジ 参照 ) 。 プレ イヤ ー が 治め て いな け 
れ ば 、 村 長 と の 交渉 画面 に な り ます 。 

食 銀 冶 屋 

武器 や 防具 を 製作 し ます 。 [鉄鉱 ] や [銅鉱] な どの アイ テム を 渡す 
と 製作 し て くれ ます 。 村 の 文化 度 や 鍛冶 の 技術 の 高き に よっ て 、 製 作 
され る アイ テム が 異な り ま す 。 

信 玉 造 (タマ ツク リ ) 

装飾 品 や 特殊 な 防具 を 製作 し ます 。 [メノウ 原石 ] な どの 原石 を 渡す 
と 押 作 し て くれ ます 。 村 の 克 化 用 ぐ 知 の 技術 の 斉 さ に よ よっ て 、 製 作 
され る アイ テム が 異な り ま す 。 

念 宝物 庫 

村 で 所 有 し て いる 物資 や 宝物 (アイ テム ) を 保管 し て いま す 。 プレ イ 
ヤー が 治め て いる 村 で の み 実 行 で きま す 。 プ レイ ヤー の 持つ て いる ア 
イ テ ム を 預け られ ます 。 村 ご と に 30 個 まで 聞 け られ ます 。 

人 @ 宇 物 庫 で の コマ ンド 

引き 出す : 預 ! け て ある 宝物 を 引き 出 じ 。 

預け る : 所 持 品 を 宝物 庫 に 預け ます 。 

宝物 一 覧 : 預け て ある 宝物 の 一 覧 を 見 ます 。 

外 に 出る : 室 物 庫 か ら 出 ます 。 
@ 商 人 / | 
プレ イヤ ー の 持つ アイ テム を 、 も 人 * っ た も の と 物 々 交換 し 

ます 。 ア イ テ ム の 合 証 価値 が 同じ か それ 以上 な ら ば 、_ 商 人 は 交換 し て 
くれ ます 。 複数 の アイ テム を 商人 ! の イ の の 
換 す る こと も で きま 


大 国 主 お ぉ くに ぬ し 
プレ イヤ ー が イズ モ の 村 を 治 
め た 後 の 身分 で す 。 


ま 


海部 あま べ ” 


長 ぉ さ . 
村長 で す 。 パラ ンス の と れ た 
能力 と 高い 指導 力 を 持ち ます 。 し ます 。 


馬 飼 うま か い 


武人 ぶ じ ん 


剣 技 に 優れ 、 戦 闘 で 力 を 発揮 


猟師 りょう し 
猪 、 鹿 な ど を 狩る 人 で す 。 
狩 猟 技術 の 指導 を 行い ます 。 
戦争 に 力 を 発揮 し ます 。 


海 ・ 川 に 出 て 、 魚 介 類 を 採る 馬 を 扱う 技術 を 持ち ます 。 高 天 の 原 の 神 で す 。 
人 で す 。 戦争 時 に 騎馬 軍 を 率い る こと 能力 的 に は プレ イヤ ー の 大 国 主 と 
が で きま す 。 同じ くら い の 力 を 持ち ます 。 


但 知 力 系 


鬼 道 師 きとう し 


攻撃 系 の 魔術 を 使え ます 。 


鉄 や 青銅 の 生 、 矛 、 銅 録 を 作る 技 
術 を 持ち ます 。 鍛冶 の 技術 の 指導 
を 行い ます 。 鉱脈 を 発見 で きま す 。 


神 術 師 し ん じゅ つ し 
回 復 系 の 神 術 を 使え ます 。 


土 策 製作 の 技術 を 持ち ます 。 
土器 技術 の 指導 を 行い ます 。 


農民 の うみ ん 
農業 に 関す る 高い 技術 を 持ち ます 。 


玉造 た まつ くり 
装 節 品 を 作る 技術 を 持つ 人 で す 。 
ヒス イ や メノウ な どの 宝石 、 金 や 
銀 な どの 鉱物 を 使っ て 製作 し ます 。 


デー タ の 見 方 < 試練 の 章 


フィ ー ル ド ・ ダ ン / ジ ョ ン * 科 で の 行動 


ラフ ィ ー ル ド な ど で の 人 公 の 行動 の 仕方 に つい て 説 朋 し ます 。 日 


フィ ー ル ド で は 、 移 動 コ マン ド で 目的 地 に 自動 的 に 移動 し ます が 、 村 
や ダン ジョ ン の 中 で は マウ ス や テン キー で 移動 し ます 。 


W 規 フィ ー ル ド 上 で は 移動 コマ ンド で 、 
村 や ダン ジョ ン に 移動 する 。 


叶 ダン ジョ ン 内 は 、 テ ン キ ー、 
マウ ス で 自由 に 移動 で きる 。 


道具 を 使う まず 持ち 物 の 一 覧 か ら 使 いた い 道 具 を 固 び ます 。 道具 を 使う こと を キ 


ャ ン セ ル す る と き は 「 中 止 」 を 選び ます 。 


年 使い た い 道具 を 選ぶ 。 
今回 は 薬草 を 使っ て みる 。 


使う 人 物 を 決定 し て … 


只 オオ ナム ヂ の 体力 が 


武器 ・ 防 具 を 装備 する パー ティ ー の 装備 状況 が 一 覧 表示 され る の で 、 ま ず 、 装 備 する 部 位 を 


選び ます 。 そ し て 、 所 持 品 の リス ト の 中 か ら 道 具 使 用 と 同じ よう に 選 
(が 寺 す 8 


へ 和 を 所 持 品 の 中 か ら 装備 し た い 武 器 を 選ぶ 。 
決定 を 選ん で 装備 完了 。 


隊 仲間 同士 で 武器 や 道具 を 交換 
し た いと き は 、 い の 道具 を 人 
選ぶ 。 


試練 の 章 レ フィ ー ル ド ・ ダ ンジ ョ ン ・ 村 で の 行動 


人 宝箱 や 石板 気 に な る も の が ある な ら 、 に 移動 し て 行動 コマ ンド の | 調べる] 


信 経 験 値 を 得る 経験 値 は 怪物 と の 戦闘 や 村 同 士 の 戦争 の ほか 、 職 業 指導 や 日 常 の 仕事 
(He と で も 得 ら れ ま す 。 ま た 、 同 じ 仕事 を し て も 、 職 業 に よっ て 
母 られ る 経験 値 は 違い ます 。 例 えば 、 知 力 系 の 玉造 が 戦闘 を 行っ て も 、 

多く の 経験 は 得 ら れ ま せん 。 


信 武人 の デー タ 。 
戦闘 に 入る 前 は 、 こ れ だ け の 経 
験 値 を 持っ て いた 。 


すす 玉造 の デー タ 。 
向 か な い 戦闘 を し て 経験 値 は ど 
れ だ け 上 が る だ ろう か 。 


玉造 は 同じ 戦闘 で も 、 得 られ る 
経験 値 が 少な い 。 


戦闘 終了 ! 経験 値 を 獲得 。 


フィ ー ル ド ・ ダ ンジ ョ ン ・ 村 で の 行動 3 試練 の 章 


戦闘 の 終了 著 件 と 


信 終 了 条 件 


人 行動 


個人 戦闘 コマ ンド 


人 攻撃 


人 移動 
候 術 

但 神 術 
人 鬼首 
借 防 御 


基 


カ 


試練 の 章 必 怪物 と の 戦闘 


の ンコ ルン 
個人 戦闘 画 
いずれ か の 
a. 全 減 き 


b. 全員 逃 


を 移動 中 に 、 怪 物 と 遭遇 する こと が あり ます 。 そ の 場合 、 
面 に 切り 替わり ます 。 

購 が 、 次 の 条件 を 満た す と 戦闘 は 終了 し ます 。 

せる 。 

亡 する 。 


個人 戦 の すべ て の 行動 は 、 行 動力 を 消費 し ます 。 行動 力 は 、 レ ベル ア 


ツア 0 よる 


個人 戦闘 で 


能力 の 上 昇 に つれ て 増え て いき ます 。 


は 以下 の コマ ンド が 使え ます 。 


敵 に 隣接 し て 直接 攻撃 し ます 。 己 矢 を 装備 し て いれ ば 、 間 接 ( 剖 距 


離 ) 攻撃 が 
フィ ー ル ド 
攻撃 、 回 復 
回 復 系 の 術 
攻撃 系 の 術 


可能 で す 。 
内 を 移動 し ます 。 直進 、 方 向 転換 で 行動 力 を 消費 し ます 。 
な どの 術 を 使い ます 。 

を 使用 し ます 。 
を 使用 し ます 。 


英 の 攻撃 か ら 身 を 守り ます 。 移動 後 や 攻撃 後に 行動 力 が 残っ て いれ 


ば 防御 が で 
道具 を 使用 
ぁ 道具 持 
ぁ 道具 使 
戦闘 フィ ー 
きま す 。 
英 や 味方 の 
その 人 物 の 


ER 
し た り 、 装 備 し 直し ます 。 

ち 奉 え : 武器 や 防具 を 装備 し 直し ます 。 

用 ・ 道具 を 使い ます 。 

ルド か ら 脱 出し ます 。 戦闘 フ ィ ー ル ド の 端 に いる と 実行 で 


人 物 の 情報 を 得 ます 。 
コマ ンド を 終 川 あま 9 。 


戦闘 の 進め 方 


怪物 と 遭遇 し た ! 


舎人 な どの 直接 攻撃 を 行え る 武器 


の 攻撃 範囲 は 、 


周囲 1HEX。 


通常 は 正面 か ら 遭 過 し ます が 、 場 合 に よっ て は 後方 か ら 攻撃 され る 場 
合 も あり ます 。 前 の 2 人 が 必然 的 に 攻撃 の 対象 に な りや すい の で 、 隊 
列 も 誰 を 前 に する か を 考慮 し て くだ さい 。 攻撃 の 順番 は 、 す ば や さ な 


どの 能力 に ae? 


攻撃 に は 、 剣 ・ 克 な どの 直接 攻撃 と 、 弓 失 な どの 間接 攻撃 が あり ます 。 
状況 に 応じ て 2 つの 武器 を 持ち 奉 え る の も 攻撃 手段 の ひと つ で す 。 

通 遇 時 に は 己 矢 で 間接 攻撃 を か け 、 し と め ら れ な か っ た 場合 や その ほ 
か の 怪物 が 近づい て きた ら 剣 な ど に 持ち 替え て 攻撃 を し ます 。 術 者 を 
後方 に し 、 で きれ ば 間接 攻撃 用 の 武器 を 装備 させ て お く と よい で し ょ 
う 。 


年 弓矢 な どの 間接 攻撃 を 行え る 武器 の 
攻撃 範囲 は 、 剣 な ど よ り も 広い 。 


性 戦闘 中 に 武器 を 持ち 替え て 、 
状況 に 応じ た 攻撃 を し た い 。 


怪物 と の 戦闘 試練 の 章 


介 怪 物 の 動き を 見 切れ ! 怪物 の 中 に は 、 プ レイ ヤー の と ころ まで 一 気 に 移動 する も の や 、 遠 距 
離 か ら 攻 撃 す る も の も いま す 。 ま だ 、 距 離 が ある と 思っ て 油断 し な い 
よう に ! 術 を 使え る 怪物 が いる 場合 、 そ の 怪物 を 優先 的 に 攻撃 する 
9HSGILBG の に 


へ を 上 朋 問 移動 な ど で 、 一 気 に パ ー テ 
ィ ー の そば まで や っ て くる 怪物 
も いる 。 


信 戦闘 開始 時 に 、 ま だ これ だ けり 距 
離 が ある か ら 大 丈夫 と 思っ て い 
2 eo 


介 戦 闘 中 の アイ テム の 使用 アイ テム の 中 に は 戦闘 時 に 使う と 有利 に な る も の が あり ます 。 ま た 、 
武器 で も 戦闘 時 に 道具 と し て 使う と 効果 を 発揮 する も の が あり ます 。 


全 武器 を 道具 と し て 使用 する と …… 人 体力 を 回 復 さ せ た り 、 
怪物 を 攻撃 で きる 。 
に さ 
@ 毒 と 麻痺 は すぐ 直 そ う 怪物 の 中 に は 毒 や 麻痺 攻撃 を する も の も いま す 。 毒 に 冒 され る と 、 行 


動 を する た びに 体力 が 減っ て いき ます 。 麻痺 し た と き は 、 行 動 が で き 
な く な り ま す 。 回 復 す る の に は 、 毒 消し や 、 神 術 を 使用 し ます 。 自然 
に 回 復 する 場合 も あり ます が 、 早 く な お す ほ うがい いで し ょ う 。 毒 や 
麻痺 は 、 戦 闘 が 終了 する と 自動 的 に 消え ます 。 


へ を 怪物 の 攻撃 に より 、 毒 を 受け た ! 


叶 行動 を する た びに 体力 が 減っ て いく 。 
早く 回 復 さ せ た い 。 


試練 の 章 じ 怪物 と の 戦闘 


@ 笠 遇 獲得 ! 怪物 を すべ て 倒す と 経験 値 得 られ ます 。 ま た 、 怪 物 が アイ テム を 持 
っ て いた 場合 、 そ の アイ テム を 入手 で きま す 。 な お 、 逃 げた 味方 は 経 

験 舘 を 得 ら れ ませ ん 。 
7492 が 
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介 ボ ス は 急所 を ね ら え ! 怪物 の 中 で も ボス は 、 複 数 の 攻撃 手段 を 持ち ます 。 た と えば 、 頭 部 か 
ら 衝 を 吐き 、 尻 尾 で 打ち つけ る 、 と いっ た ぐあい で す 。 後ろ に 回 り 込 
ん だ か ら と いっ て 、 攻 撃 さ きれ な いと は 限ら な い の で す 。 
怪物 の ボス は 、 攻 撃 さ れん る と ダメ ー ジ を 受け る と ころ が 複数 あり ます 。 
た だ 、 各 部 に は 耐久 力 が あり 、 そ れ が な く な れ ば 攻撃 で き な く な り ま 
す 。 そ の 部 分 は 黒く な り ま す 。 す べ て の 部 分 の 耐久 力 を な くせ ば 、 そ 
の 怪物 を 倒し た こと に な り ま す 。 

また 、 怪 物 に も 玉 点 は あり ます 。 そ こ を 探し 出し て 攻撃 する と 、 そ こ 
の 耐久 力 を な くす だ け で 人 怪物 を 倒し た こと に な り ま す 。 倒さ ね ば な ら 
な い 怪 物 の 能 点 の 情報 は 、 各 地 の 村 な ど で 得 られ る こと も あり ます 。 


怪物 と の 戦闘 試練 の 章 。 図 


術 は 、 神 の 加護 を 利用 する 神 術 と 、 魔 ( 鬼 ) の 力 を 利用 する 鬼 道 の 2 
つ に 分 か れ て いま す 。 お も に 神 術 は 防御 や 回 復 の た め 、 鬼 道 は 敵 に 対 
し て 攻撃 する た め 、 と 分 類 で きま す 。 

亀 火 炎 ( 殆 道 ) 

敵 1 人 に 火の玉 を ぶつ け て ダメ ー ジ を 与え ます 。 


條 火炎 輪 ( 鬼 道 ) 
術 者 に 隣接 する 敵 全員 に ダメ ー ジ を 与え ます 。 


信 旋 風 ( 束 道 ) 
術 者 を 中 心 に し た 3 HE X 以 内 いる 者 に ダメ ー ジ を 与え ます 。 


人 龍神 ( 素 道 ) 
術 者 を 龍神 に 変化 させ て 攻撃 し ます 。 


@ 回 復 ( 神 術 ) 
味方 1 人 の 体力 を 回 復 し ます 。 

@ 和 回復 ( 神 術 ) 

術 者 の 周囲 に 隣接 する 味方 全員 の 体力 を 回 復 レ し ます 。 


人 治療 ( 神 術 ) 
味方 1 人 の 解毒 、 麻 痺 の 状態 の 回 復 を 行い ます 。 


し ん こう きゅう 


価 神 光 球 ( 神 術 ) 
目標 の 周囲 1HEX に 対し て 、 自 い 火 の 玉 で 攻撃 し ます 。 


| 試 績 の 章 じ 任 物 と の 戦闘 


村 の 締 治 法 


名 人 口 を 増やす 


名 技術 を 高め る 曰 


句 食料 供給 を 安定 させ る ! 品 


回戦 争 は 極力 行わ な いよ うに 中 


(Ri 


句 多 角 的 な 内 政 を めざす ! 曰 
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人 口 を 増やす た め に は 、 食 料 供給 を 安定 させ な けれ ば な り ま せん 。 
食料 供給 を 安定 させ る に は 、 村 の 地形 が 、 ど の 生産 形態 に 適し て いる 
か 判断 し な けれ ば な り ま せん 。 山 が ちの 地形 な ら ば 「 狩 猟 ]」 を 、 平 地 
な ら 「 稲 作 ] を と いう 具合 で す 。 

和 を 稲作 に 適し た 地形 


必 狩猟 に 適し た 地形 


[職業 の 指導 ] で 技術 力 を 高め 、「 記 襲 活動 」 で 文化 を 広め る 活動 を 
行い ます 。 文化 度 が 上 が れ ば 、 住 民 は 食料 の 備 革 や 稲作 な どの 、 よ り 
進歩 し た 技術 の 必要 性 を 理解 する で し ょ う 。 ま た 鍛冶 の 技術 が 上 が れ 
ば 、 鉄 器 や 青銅 器 の な どの 製品 が 普及 し ます 。 そ し て さら に 文化 が 上 
が っ て いく で し ょ う 。 ま た 、 技 術 が 低い と きよ り 、 少 な い 人 数 で 同等 
の 食料 生産 が で きま す 。 

食料 供給 が 安定 し て きた な ら 、 人 口 は 序々 に 増え て いき ます 。 安定 
し た 生活 は 人 々 に 余裕 を 与え ます 。 

兵士 を 雇う と 、 食 料 を 生産 する 人 口 が 減っ て 供給 が まま な り ま せん 。 
住民 を 増やす に も 、 食 料 の 安定 供給 、 す な わ ち 豊か な 村人 造り が も と に 
な り ま す 。 戦争 を する と 兵士 は 減る 、 住 民 は 減る 、 食 料 供給 が 不安 定 
に な る 、 と いい こと は あり ませ ん 。 プ レイ ヤー は 、 村 を どん どん 手 に 
入れ な けれ ば な り ま せん が 、 そ の 方 法 は 、 譲 り 受 ける な と 平和 的 に 行 
いた いも の で す 。 
村 が 豊か に な っ た ら 、 多 角 的 な 内 政 を 行い まし ょ う 。 鉱脈 を 発掘 す 
れ ば 、 よ い ア イ テ ム を 作り 出す こと も 可能 に な り ま す 。 村 の 周辺 の 開 
発 も 進め ます 。 耕地 を 広げ て も っ と 多く の 収穫 が 上 が る よう に する の 
で す 。 土地 価値 も 上 げ ま す 。 物資 に 余裕 が で て きた な ら 、 発 展 途上 に 
ある 村 に 輸送 し て おき ましょ う 。 

狩猟 な ど ご は 、 労 働 が きび し い の で 住民 が 療 医 し や すく な り ま す 。 食料 
供給 率 を 上 げ て 、 住 民 の くら し に ゆとり を も た せま し ょ う 。 文化 度 が 
高い と 、 食 中 毒 や 疫病 な どの 被害 に あい に くく な り ま す 。 


国造 り の 流れ 3 政事 の 章 


政事 の 章 じ 国 


造り の 流れ 


プレ イヤ ー が 村長 か ら 村 を 譲り 受け て いる 場合 、 村 の 集会 場 ( 村 の い 
ちば ん 大 きい 建物 ) に 入る と 次 の コマ ンド を 実行 で きま す 。 


村 は それ ぞ れ 領土 を 持っ て お り 、 そ の 土地 に 関す る 命令 を 実行 し ます 。 

価 土 地 を 開拓 森 や 山 を 平地 に し た り 、 平 地 を 耕地 に する な どの 開 

拓 工 事 を 行い ます 。 指 示す る 人 物 と 人 手 が 必 要 で す 。 開 拓 す る 地形 や 

人 物 に よっ て 、 必 要 な 期間 が 変化 し ます 。 

念 耕 地価 値 上 昇 治水 工事 な ど を 行っ て 耕地 を 改良 し 、 耕 地 の 土 地 

価値 を 上 げ ま す 。 季節 に よっ て は 稲 を 育て て いる の で 、 実行 で き な い 
場合 も あり ます 。 指導 に あたる 人 物 と 期間 が 必要 で す 。 

人 資源 の 調査 土地 を 調査 し て 資源 を 発掘 し ます 。 調査 隊 を 率い る 

人 物 と 期間 が 必要 で す 。 


村 の 住民 に 対す る 職業 指導 や 文化 の 啓 迷 活 動 な どの 命令 を 実行 し ます 。 
@ 職 業 の 変更 住民 の 職業 問 の 変更 を 行い ます 。 職 業 を 変更 きれ た 
住民 は 技術 力 が 低下 し ます 。 
@ 職 業 を 指導 職業 ご と に 住民 を 指導 し ます 。 人 物 の 職業 に よっ て 、 
上 性 で きる 職業 が 制限 され ます (17 ペ ー ジ 参照 ) 。 指導 に あたる 人 物 
と 期間 が 必要 で す 。 
住民 を 移動 。 統治 し て いる 他 の 村 へ 住民 を 移動 させ ます 。 
@ 生 産物 の 変更 玉造 と 鍛治 の 生産 内 容 を 変更 し ます 。 そ れ ぞ れ の 
技術 力 と 村 の 文化 度 が 上 が る と 、 よ り よい 物 が 生産 で きま す 。 
@ 食 料 供給 率 変更 村 の 食料 を 住民 に 分 配 する 割合 を 変更 し ます 。 
供給 率 を る 高く する と 、 人 口 が 増え て 文化 度 も 上 が り ま す 。 

@ 誠 共 活動 。 住民 に 、 文 化 を 広め る 活動 を 行い ます 。 実行 する と 村 
の 文化 度 が 上 が る こと が あり ます 。 


で 
+ 


名 情報 品 


村 で 保有 し て いる 物資 に 関す る 命令 を 実行 し ます 。 

人 物資 を 供給 住民 に 文化 的 な 物資 を 供給 し ます 。 物資 に よっ て 、 
文化 度 や 特定 の 職業 の 技術 力 が 上 が り ま す 。 

人 物資 を 輸送 プレ イヤ ー の 領地 の 村 に 物資 を 輸送 し ます 。 隣接 し 
て いる 村 に 輸送 で きま す 。 


村 の 経営 の 委任 、 解 除 を 行い ます 。 
信 村 経営 を 委任 村 に いる 人 物 に 村 の 経営 を 委任 し ます 。 委 任 し て 
も 村 に 命令 する こと は で きま す 。 す で に 委任 し た 人 物 を 指定 する と 、 
委任 の 解除 に な り ま す 。 
P 食料 生産 重視 食料 が 足り な いと き な ど 、 と に か く 食 料 生産 を 強化 
し た いと き / の 方 針 で す 。 
P 平均 成長 重視 食料 生産 を 強化 し 、 軍 事 力 の 強化 や 食料 以外 の 
物資 の 生産 な ども よく し て いく と き の 方 針 で す 。 
P 物資 生産 重視 鉄器 な どの 文化 的 物資 の 生産 に 力 を 入れ る と き 
の 方 針 で す 。 
軍事 力 重視 軍事 力 を 中 心 に 強化 する と き の 方 針 で す 。 


その 村 の 人 物 に 命令 を 与 を た り 、 パ ー テ ィ ー の 変更 を 行い ます 。 

人 人 物 の 転職 村 の 人 物 の 職業 を 変更 し ます 。 職 業 の 変更 は 、 人 物 
1] 人 に つき 1 回 だ け 可 能 で す 。 プ レイ ヤー は 転職 で きま せん 。 

人 人物 を 移動 プレ イヤ ー の 領地 の 村 に 人 物 を 移動 させ ます 。 職 接 
し て いる 村 に の み 移 動 が 可能 で す 。 人 物 は 1 つの 村 に 、 プ レイ ヤー と 
その パー ティ ー の ほか に 最大 10 人 まで お け ま す 。 

人 命令 の 中 止 "人 物 に 与え た 命令 を 中 止 し て 、 ほ か の 命令 を 与え る 
場合 に 実行 し ます 。 

信 仲 間 を 変更 パー ティ ー の 人 物 を 変更 し ます 。 村 の 中 で 命令 を 受 
け て いな い 人 物 を 最大 3 人 まで パー ティ ー に 入れ られ ます 。 


村 や 人 物 の 情報 を 表示 し ます (28 ペ ー ジ 参照 ) 。 
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人 物 へ の 兵士 の 配分 や 戦争 な ど 、 軍 事 に 関す る 命令 を 実行 し ます 。 


人 物資 を 供給 予備 兵士 に 武器 や 軍馬 を 供給 し て 、 部隊 の 種類 (30 
ペー ジ 参 照 ) を 変更 し ます 。 供給 する 物資 1 つ に つき 10 人 の 予備 兵士 
の 種類 が 変化 し ます 。 

ぁ 鉄 武 問 ・ 銅 武 益 : 種類 が 重 装 に な り ま す 。 

弓 矢 ・ 種類 が 弓 舌 に な り ま す 。 

P 軍 馬 ・ 種類 が 騎馬 に な り ま す 。 
予備 兵 を 移動 予備 兵 を 隣接 する プレ イヤ ー の 領地 の 村 に 移動 き 
せま ずっ 


人 住民 を 徴兵 食料 生産 な どの 住民 か ら 徴兵 し 、 予備 兵 に し ます 。 
徴兵 し た 住民 は 、 狩 狼 の 住民 を 除い て 軽装 兵 に な り ま す 。 狩 狼 の 住民 
を 徴兵 する と 、 弓 矢 兵 に する こと が で きま す 。 

信 兵 士 を 配分 村 の 人 物 に 予備 兵士 を 割り 振り ます 。 

人 戦争 他 の 村 に 攻め 込み ます 。 プ レイ ヤー は 必ず 参加 し ます 。 


村 コ マン ド を 終了 し ます 。 
介 村 へ の 命令 終了 村 へ の コマ ンド を 終了 し て 、 集 会 場 を 出 ます 。 
但 待 機 何 $ せ ず に 時 間 を 経過 させ ます 。 


句 情報 村 に 関す る 情報 を 表示 し ます 。 
和 ES2 介 村 の 様子 
ぁ 職業 ・ 各 職業 の 住民 数 と 技術 力 を 表示 し ます 。 
地理 ・ 村 の 地理 的 情報 を 表示 し ます 。 
面積 それ ぞ れ の 地形 の 面積 と 、 土 地価 値 の 平均 を 表示 し ます 。 
鉱脈 村 の 周辺 に ある 鉱脈 の 位置 を 表示 し ます 。 
気温 村 の 周辺 の 気温 分 布 を 表示 し ます 。 気温 は 4 段階 に 分 か 


れ て いま す 。 
降雨 村 の 周辺 の 降雨 量 の 分 布 を 表示 し ます 。 降 雨量 は 4 段階 
に 分 か れ て いま す 。 


土地 価値 村 の 土地 価値 の 分 布 を 表示 し ます 。 
物資 : 村 の 農具 や 武器 な どの 物資 を 表示 し ます 。 
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物資 備 著 村 に 備 鞭 し て ある 農具 や 武 替 な ど を 一 覧 表示 し ます 。 
宝物 村 の 持つ 貴重 な 物資 ( 武 益 な ど ) を 表示 し ます 。 
軍事 : 予備 兵士 の 人 数 と 練 度 、 士 気 な どの 情報 を 表示 し ます 。 
休 村 の 人 物 情 報 "その 村 に いる 人 物 の 情報 を 表示 し ます (7 ペー ジ 
参照 ) 


信 村 の 経営 状況 収穫 状況 、 土 地 の 活用 状況 な ど 、 簡 単 な 村 経 営 に 
関す る 評価 を 表示 し ます 。 
収穫 状況 : それ ぞ れ の 食料 生産 の 職業 の 生産 量 と 、 収 穫 量 、 比 率 、 
備蓄 の 割合 を 表示 し ます 。 
ぁ 土地 活用 : それ ぞ れ の 食料 生産 の 職業 が 使用 する 土地 の 面積 と 、 
活用 の 割合 を 表示 し ます 。 
人 口 比率 : 食料 生産 人 口 と を の ほか の 人 口 の 比率 や 、 食 料 生産 量 
と 食料 需要 の 関係 な ど を 表示 し ます 。 
念 属領 一 覧 )。 プレ イヤ ー の 統治 する すべ て の 領地 の 情報 を 一 覧 表示 
| 間 は 
信 村 の 現状 村 の 文化 度 や 食料 関係 な どの 現状 と 今後 の 簡単 な 方 針 
を 表示 し ます 。 
人 情報 の 切り 替え 表示 する 情報 を 切り 奉 え ます 。 マ ウス で プレ イ 
を する と き は 、 画 面 上 の アイ コン を クリ ッ ク し ます 。 切り 奉 え る 情報 
は 次 の 4 つ で す 。 
Py 支 力 地図 : 村々 の 勢 力 地図 で す 。 プ レイ ヤー の 統治 する 村 は 、 赤 
く 表 示さ れ ま す 。 


食料 関係 : 村 の 生産 に 関す る 情報 を 表示 し ます 。 


『 軍事 力 : 隣接 する 村 と の 軍事 力 の 比較 な ど 軍 事情 報 を 表示 し ます 。 


ぁ 人物 情 報 : 村 に いる 人 物 の 一 覧 を 表示 し ます 。 
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村 戦 争 の 準備 


村長 が 、 ど うし て も 村 を 譲る こと に 応じ な い 場 合 、 武 力 に よっ て 手 に 


人 部 隊 の 種類 


# 


馬 に 騎乗 する 機動 力 の 高い 


騎馬 
本 


本 矢 を 装備 し 、 直 区 攻 和 繋が 


可能 な 部 隊 。 


候 機 動力 の 変化 
BO| 政事 の 章 じ 村 同 士 の 戦争 


入れ る こと も あり ます 。 そ の 場合 は 、 村 同 ゴ 


上 の 戦争 に な り ま す 。 


軍事 コマ ンド の 「 住 民 の 後 兵 | 「 人 物 の 兵士 配分 ] を 実行 し て 部 隊 を 編 
成 し ます 。 村 の 戦争 に は プレ イヤ ー は 必ず 参加 し な けれ ば な り ま せん 。 


部 隊 の 情報 と 機動 カ 


軍事 コマ ンド の 「 戦 争 を 起こ す 」 を 選ぶ と 、 村 戦争 


ッ プ 7 ペー ジ 参 照 ) に 切り 夫 わ り ま す 。 


部 隊 に は 、 次 の 4 竹 


各部 隊 は 基本 の 機動 


石 栓 な ど を 使 


部 隊 。 


画 


する 一 般 的 な 


回 鉄 語 、 鎧 な ど 最 新式 の 装備 に 
身 を 包ん だ 攻撃 力 の 高い 部 隊 。 


[上 ( と 2 が 5 ドド 2 


『 類 が あり 、 人 物 は 部 隊 を 2 部隊 まで 持て ます 。 


力 を 持ち 、 移 動 す る と 消費 し ます 。 機 動力 は 率い 


る 兵士 数 に よっ て 下図 の よう に 変化 し ます 。 

士 数 四 II 
和 類 で 、| 0 | 50 |IOO | 200| 500 | 700 | 1000 
軽 洗 15 | 14 | 14 13 10 8 5 
| 生ま 9 8 8 7 6 4 3 
| ョ 12 / 馬 | 1 則 | 8 6 4 
騎馬 21 | 20 | 19 18 14 11 7 


地形 に よっ て 移動 に 要する 機動 力 が 異な り ま す 。 


消費 機動 カ 
平地 3 
高山 進入 不可 
泊地 8 
村 1 


森林 10 
民家 1 
中 ・ 海 20 
水田 5 
低 山 15 


人 敗北 条件 


村 戦 争 コ マン ド 


次 の 条件 の いずれ か を 達成 する と 勝利 に な り ま す 。 

. 敵 部 隊 を 全滅 させ る 。 
も 凍 隊 抽 電 に を 党 人 St る ) 。 
次 の いずれ か の 条件 が 満た され る と 敗北 に な り ま す 。 
a. プレ イヤ ー が 捕らえ られ る 。 
b. 味方 部 隊 が 全滅 する か 、 全 部 隊 退 却 する 。 


避 移 動 品 
避 攻 撃 品 


名 情報 加 
避 陣 形 忠 


避 待 機 貴 
退却 


村 戦 争 で は 以下 の コマ ンド が 使え ます 。 

部 隊 を 移動 し ます 。 

英 部 隊 を 攻撃 し ます 。 敵 1 部 隊 に 対し て 、 同 時 に 2 部 隊 ま で 攻撃 で 
ます 。 

敵 味 方 の 部 隊 の 情報 を 見 ます 。 

部 隊 ご と の 内 部 陣形 を 変更 し ます 。 部 隊 戦 闘 に 移行 し た 場合 の 初期 配 
置 に 関係 し ます 。 

人 通常 特殊 な 指示 を し な い 場 合 に と る 陣形 で す 。 

人 @ 客 集 一 点 集中 攻撃 を 行う た め の 陣形 で す 。 

人 @ 展 開 包囲 する よう に 攻撃 する 場合 に と る 陣形 で す 。 

部 隊 を 何 も る せ ず に 待機 きせ ます 。 

部 隊 を 退却 させ ます 。 主 人 公 が 退却 し た 場合 、 戦 争 は 終了 し ます 。 
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避 部 隊 戦 闘 コ ィ ン ド 円 


事 の 章 攻 村 同 士 の 戦争 


部 職 戦闘 と 部 職 戦闘 コマ ンド 


全部 隊 が コマ ンド 入力 し た 後 、 攻 撃 を 選ん だ 部 隊 は 、 部 隊 戦 闘 に 移り 


ます 。 


部 隊 戦 闘 で は 、 以 下 の コ マン ドド が 使え ます 。 


人 通常 


ふつ う の 攻 撃 を し ます 。 

英 部 隊 の 1 人 物 を 集中 的 に 攻撃 し ます 。 
攻撃 を せ ず 防御 に 徹し ます 。 

部 隊 戦 闘 か ら 脱出 し 、 村 戦争 に 戻り ます 。 
部 隊 を 消 減 さ きせ て 、 兵 士 を バラ バラ に 逃がし ます 。 そ の 際 、 


残っ て いる 味方 の 部 隊 に 兵士 の いく ら か は 吸収 され ます 。 


念 成り立ち 


@ ス サ ノ オ の 追放 


食 高 天 の 原 の ス サ ノ オ 


7 マカ ラス と スペ サ シオ は 001 リ 100NOMRWS 半 の 
イザ ナミ に 会 い 行き 、 その と き の 稼 れ を 藤 う た め の 寂 を 行っ た 時 0 
まれ た 神 で す 。 こ の と き 、 左 の 目 を 洗っ た と き に 現れ た 女神 が アマ テ 
ラス 、 右 の 目 を 洗っ た と き に あら われ た 神 が ツ ク ヨ ミ 、 鼻 を 洗っ た 時 
に 現れ た の が スサノオ で し た 。 こ の 3 神 が 生 まれ た こと を イザ ナギ は 
大 変 喜び 「 わ た し は た くさ ん の 子 を 生ん だ が 、 最 後に 3 人 の 貴 い 御子 
を 得 た ] と 言っ て 、 ア マテ ラス に は 高 天 の 原 (タカ マガ ハラ ) を 、 ツ 
ク ヨ ミ に は 夜 の 国 を 、 ス サ ノ オ に は 海原 を 治め る よう に 命じ まし た 。 


ん // 


それ ぞ れ の 神 は 、 命 じ ら れ た 国 を 治め まし た が 、 ひ と り ス サ ノ オ だ 
け は 長い 占 が 胸 に 垂れ 下がる ほど の 年 月 を 泣き 喚 き 、 命 じ ら れ た 国 を 
治め ませ ん で し た 。 そ の 泣き 声 で 数 多く の 災い が 起こ る ほど で し た 。 

そこ で 、 イ ザ ナ ギ が 「 な ぜ 泣 いて いる の か | と 尋ね る と 、 ス サ ノ オ は 
「 母 の いる 黄 県 の 国 に 行き た いと 思っ て 泣い て いる 」 と 答え まし た 。 
ザ ナ ギ は この 答え に た い へ ん 怒り 、 ス サ ノ オ に 「 こ の 国 に 住ん で は な ら 
な い 」 と 命じ て 、 大 狼 伺 の 国 (日 本 ) か ら 追 い 払 っ て し まい まし た 。 
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行こ う 」 と 言っ で 天 に 上 り ま し た 。 そ の と き 、 天 地 が 犬 きく 騒ぎ 
土 が 振動 し まし た か ら 、 ア マテ ラス は 「 弟 は 国 を 奪い に 来 た ンー 
い | と 考え 、 武 装 し 、 男 の な り を し て スサノオ を 迎え まし た 。 

「 な ぜ 上 が っ て 来 た か 」 と いう 問い に スサノオ は 「 暇 を い に 来 た の 
で あっ て 、 謎 反 の 心 は 持っ て いな い 」| と 答え まし た 。 そ こ で 、 2 人 の 
神 は 碑 約 (ウケ ヒ ) を た て て それ ぞ れ 子 を 生み まし た と ころ 、 ス サ ノ 
オ の 生ん だ 子 が 女 で あっ た た め 、 ス サ ノ CA マミ こ な り ま 
し 7 緒 

高 O 上 1 2 つん ザン オ は 、 ウム めい で 押 5 (0 
た 。 田 の 隆 を 坊 し 、 潜 を 埋め 、 宮 典 に 沿 物 を 撤 き 散ら し 、 は て は 機 織 
り 小 屋 の 屋根 を 破っ て 皮 を 逆 剥 ぎ に し た 「 天 の 散 同 」 を 投げ 込ん だ た 
め 、 機 織り 1 ビン 

アマ テラ ス は ろ し く な っ て 天 の 岩 戸 に レ し まい まし た 。 そ 
の た め 、 世 界 は 夜 が 明け な く な り 、 奴 々 の 災い が 起こ り ま し 


アマ テラ ス と ス サ フ オ 3 知 識 の 章 、 


旬 出 雲 の 国 の スサノオ 


多く の 神々 が 集まっ て 対策 を 相談 し た 結果 、 ひ と つの 策 が 決ま り ま 
し た 。 神々 は 鏡 と 玉 を 用 意 し 、 そ の 成 償 を 神 が 鹿 の 骨 を 焼い て 占い ま 
(6 

そし て 、 タ ヂカラ オ の 神 が 岩 戸 の 陰 に 隠れ て 立ち 、 ア メノウ ズ メ が 
葛 を た すき に か け 、 徒 の 小枝 を 手 に 持ち 、 桶 を 伏せ て 踏み 鳴ら し 、 神 
燃 か り し て 踊り まし た 。 

アマ テラ ス は 何事 か と 思い 「 わ た し が 隠れ て いる の で 世界 は 暗い は 
ず な の に 、 な ぜ 神 々 は 笑っ て いる の か | と 問い まし た 。 ウ ズ メ は 「 あ 
な た 様 よ り も 貴 い 神 が お いで に な っ た の で 、 楽 し く 遊 ん で お り ま す ] 

と 答え まし た 。 

アマ テラ ス が その 神 を 見 よう と する と ころ に 、 ア メ ノ コ ヤ ネ ノ ミコ 
ト の 神 と フト ダマ ノミ コト の 神 が 鏡 を 差し 出し て 見 せま し た 。 ア マテ 
ラス は ます ます 不思議 に 思っ て 岩戸 か ら 少 し 出 た と ころ 、 タ ヂカラ オ 
の 神 が 手 を と っ て 引っ 張り 出し 、 フ ト ダ マ ノ ミ コト が し め な わ を 引い 
SEO 
ラス は 天 の 岩 戸 か ら 出 て 、 世 界 は 再び 明る く な り ( 半 / を 5 

そし て この 騒ぎ の も と と な っ た スサノオ は 、 明 と 手足 の 爪 と を 切ら 
れ て 高 天 の 原 を 追放 され まし た 。 


追放 され た スサノオ が 、 雲 の 国 の 島 髪 と いう 土地 1 に 来 た 時 、 川 を 
oe て まだ を に で sn か 5Cs rm っ て 際 
っ て 笠 く と 、 老 均 と 老 が 娘 と と も に 泣い て いま し た 。 

老人 の 名 は アシ ナ ヅ チ 、 そ の 妻 の テ ナ ヅ チ 、 そ し て 娘 は クシ ナダ ヒ 
メ と いい まし た 。 

スサノオ が な ぜ 泣 いて いる か と 時 ね る と 、「 うち に は 8 人 の 娘 が お 
り ま し た が 、 ヤ マタ ノ オ ロ チ が 毎年 来 て 、 み な 食べ られ て し まい まし 
た 。 今 年 $ そ の 時 期 が 来 た の で 泣い て お り ま す 」 と 答 2 まあ 5 語 ョ ロ 
チ の 実は 、 と 尋ね る と 「 ホ オズ キ の よう な 赤い 目 を し て 、 頭 と 尾 が 8 
つ あ り 、 体 に は 絵 や 牧 が 生え 、 そ の 長き が 谷 8 つ に 話 8 つ あり 、 腹 は 
常に 夫人 語ら 

そこ で 、 ス サ ノ オ が 「 娘 さん を も ら え な い だ ろ うか 」 と 言う と 、 ア 
シナ ヅ チ が 名 を 尋ね まし た 。 


較 | 知識 の 章 じ アマ テラ ス と スサノオ 


| マテ ラス の 弟 で 、 天 か ら 下 っ で 来 た | と の 答え に 、 テ ナ ヴ ツチ 、 ア 
シナ ヅ チ の 夫婦 は 「 革 れ おお いこ と で す 」| と いっ て 承知 し まし た 。 
スサノオ は 、 娘 を に 変え て 髪 に 挿す と 、8 つの 入り 口 が ある 垣 を 
作り 、 そ こ に 人 台 を 置い て 酒 棚 を 置き 、 濃 い 酒 を 満た す よ うに 命じ まし 
た 。 垣 が で き 上 が っ て し ば らく する と 、 ヤ マタ ノ オ ロ チ が や っ て き て 、 


入り 口 ご と に 首 を 突っ 込ん で 酒 を 飲み 、 そ の まま 酔っ 払っ て 究 て し ま 
いま し た 。 そ こ で 、 ス サ ノ オ は 作 い て いた 十 挙 の 剣 で 大 蛇 を 斬り 散ら 


し 、 息 の 根 を 止め まし た 。 大蛇 の 


尾 を 切っ た と き に 剣 の 刃 が 少し 欠け 


まし た の で 、 ス サ ノ オ は 不思議 に 思っ て 尾 を 用 いて み ま し た 。 す る と 


中 に 剣 が 見 つか っ た の で す 。 こ れ が 草 苑 の 剣 で す 。 


す が 


こう し て 、 オ ロ チ を 退治 し た スサノオ は 、 旅 を 続け 、 妥 人 賀 と いう と 
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アマ テラ ス と ス サ メ ネ る 知識 の 章 BI 


『 神 々 の 大 地 一 古事 記 外 伝 ニ ] で は 、 プ レイ ヤー が 稲作 を ひろ め る 


役割 を 担っ て いま す 。 ゲ ー ム 中 の 稲作 は 、 人 々 の 食料 供給 を まかなう 


た い へ ん 重要 な も の と な っ て いま す 。 
GEee 暫 の え で は 日 本 に どの よう に し て 稲作 が 伝来 し た 


(の が CM( 玩 NR5238 


@ 稲 作 の 伝 拉 稲 の 原産 地 は イン ド の アッ サム 地方 、 そ し て 中 国 の 雲南 地方 と いわ 


れ て いま す 。 い ずれ も 、 雨 が 多く 、 暖 か い 地方 で す 。 こ こ で 自生 し て 
いた 稲 が 食用 に 適する こと が 発見 され 、 稲作 が 始ま り ま し た 。 US 
稲作 の 技術 は 中 国 大 陸 を 北上 し 、 徐 々 に 党 南 一 四川 … 山 東 へ と 広がっ 
て いき まし た 。 稲作 が 始ま っ た 時 期 は 、 紀 元 前 3 世紀 の 礼 志 に 記述 が 
あり ます が 、 ま だ 解明 され て いま せん 。 

棚 作 が どの よう に 日 本 に 人 准 し た か は 諸語 が あり ます が 、 組 文代 
胸 期 に 南朝 鮮 - 対 馬 っ > 北九州 の コー 0 52 ク 2000S973 還 の)(GI 主 で SPAS 
これ と は 少し 遅れ て [ 寺 米 」 と いう 隆 稲 の 一 種 が 南方 か ら 海 を 渡っ て 
(SSU 

稲作 は 、 ま た た く 間 に 日 本 全土 に 表 及 し まし た 。 ま た 、 朝鮮 で の 稲 
作 の 開始 も ほぼ 同時 期 と 推定 され て いま す 。 


念 稲作 の 影響 稲作 は 、 生 活 を 一 変 させ 、 2 


| 


きっ か け と な り ま し た 。 

稲作 は 、 縄 文 時 代 の 採集 ・ 狩 猟 生活 に 比べ 、 い くつ も の 利点 を 持っ 
2CA ま し こっ 

主 な 利点 と し て は 、 食 料 生産 が 安定 する こと と 、 長期 の 貯蔵 が 可能 
な こと の 2 点 が あげ られ ます 。 

に 、 影 響 が 大 きか っ た の は 後者 で し た 。 こ れ に より 、 獲 物 の 少な 
い 冬 を 越え る の が 容易 に な っ た の で す 。 

た だ し 、 避 県 き の 稲作 は 生産 力 が 低く 、 米 を ま 食 と する まで は いた り 
まま SWG 馬 / だ き その 他 の 雑穀 や 普 か ら の 狩猟 ・ 採集 な ど に よる 食料 も 、 
や は り 重 要 で し た 。 

また 、 稲 作 に は 大 き な 労 働 力 を 必要 と し 、 人 々 の 定住 を すす め る 力 
と も な り ま し た 。 


知 識 の 章 必 弥 生 時 代 の 稲作 の 伝来 


稲作 が 始ま っ た 弥生 前 期 (紀元 前 3 世紀 頃 ) は 、 技 術 も 低く 、 稲 作 
が 可能 な 場所 は 、 低 湿地 や 川 の 流域 な どの 限ら れ て いま し た 。 そ の た 
め 、 そ れ ま で は だ れ の も の で も な か っ た 土地 が ムラ の も の と な り 、 そ 
れ ぞ れ が 当 い の 対 象 と な り ま し た 。 こ の ムラ が 集まっ て クニ を 形成 し 、 
統一 国家 と な る の は 、 は る か 先 の 古墳 時 代 (3 世紀 頃 か ら ) に な っ て 
か ら の こと で す 。 

また 、 水 田 お よび その 浴 洲 の た め の 設備 は 、 極 め て 重要 な も の で し 
た 。 そ の た め 、 肉 や 水路 を 破 載 す る こと は 重罪 で し た 。「『 古 事 記 』 で 
も 、 ス サ ノ オ が 犯し た 「 拓 津 罪 」] の うち の 1 つ に も あげ られ て いま す 。 


弥生 時 代 の 稲作 の 伝来 3 知識 の 章 


食 青 銅器 


人 鉄器 
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知識 の 章 必 金属 器 へ の 移行 


縄文 時 代 か ら 弥生 時 代 へ の 移行 は 、 稲 作 に よる 食料 生産 革命 の 時 代 
で し た 。 そ し て 、 道 具 が 石器 か ら 金 属 器 へ と 移行 する 技術 革新 の 時 代 
で も あり まし た 。 

日 本 に 金属 器 を も た らし た の は 、 稲 作 と 同様 に 大 陸 か ら の 輸入 で し 
た 。 金属 器 の 時 代 は 、 青 銅器 か ら 鉄器 へ と 進歩 する の が 普通 で す が 、 
日 本 で は 、 金 属 器 の 導入 が 遅れ た た め 、 青 銅器 と 鉄器 が ほぼ 同時 期 に 
普及 し まし た 。 

金属 を 使う と 、 石 器 で は 作れ な いよ うな 大 型 で 鋭い 道具 を 作る こ 
が で きま す が 、 そ の か わり 、 金 属 の 加工 技術 が 必要 と な り ま す 。 そ の 
技術 を も た らし た の が 、 大 陸 か ら の 渡来 人 で し た 。 


背 鋼 器 は 、 鉄 器 よ り わずか に 早く 日 本 に 伝来 し まし た 。 青銅器 も 、 
稲作 と 同様 に 朝鮮 を 経由 し て 入っ て きた も の で す 。 青 銅器 は 、 は じ め 
隊 ピ の 00m ツ ew ツ の 
鍵 と いっ た 祭 器 を 主として 使わ れる よう に な っ て いき まし た 。 

青銅 器 と いう と 、 発 掘 きれ た 青 鋼 器 が そう で ある よう な 、 青く 錆び 
た 鋼 を 想像 し ます が 、 で きた ば か り の 青銅 は 金色 の 輝き を 持ち ます 。 
実用 に 使う に は 大 きす ぎる 鋼 の 巴 な ど は 、 柄 を つけ て 大 陽 に か ぎし 、 
威 唄 の た め に 用 いら れ た と いう 説 も あり ます 。 金色 に か が や く 巨 大 な 
人 | 

日 本 国内 で は 、 青 銅器 の 分 布 に 大 き な 偏り が あり ます 。 ま ず 、 弥 生 
3 し rm 
が 軸 土 し 、 九州 支 化 問 を 形成 し て いま し た 。 と ころ が 弥生 後期 ( 2 世 
紀 頃 ) に な る と 、 そ れ は ふい に 消滅 し 、 代 わり に 湯 内 に 合 録 が 数 多く 
卓上 され る 記 間 委 が ちら て MT II 

人 押 用途 は 往 の よう 1 「 ま も 凍結 絢 
に 定か で は あ り ませ ん 。 い ずれ に し ろ 、 祭 回 で あっ た こと に は まち が 
に 


日 本 で は 、 鉄 と 軸 人 剖 の 使わ れ 方 は 大 きく 異な っ て いま し た 。 
鉄器 は 実用 品 と し て 普及 し まし た 。 剣 や 多 な どの 武器 、 あ る い は 
援 、 舌 と いっ た 上 農機 員 と し て 利用 H さ れ 計 し だ た 


鉄鋼 に 比べ 固く 、 武 器 と し て の 威力 は 圧倒 的 で し た 。 鋼 で 作っ た 
剣 は 太く 、 切 れ 味 が 悪い の に 比べ 、 鉄 の 剣 は 軽く 扱い や すく 、 よ く 切 
れ ま す 。 そ れ 以 前 の 里 雌 石 の 穂先 を つけ た 槍 や 、 根 槍 と は 比較 に な り 
ませ ん 。 
当時 の 日 本 国内 は 「 位 国 の 乱 ] と いわ れる 時 代 で 、 い くつ も の 戦乱 
が 相次ぎ 、 強 力 な 鉄 の 武器 を 確保 する こと は 、 と き に は 戦い の ゆく え 
を 決め て し まう ほど の 重要 事 で し た 。 

「 証 事 記 ]』 の な か で も 、 一 緊 で 可 屋 を 切り 伏せ る 大 量 ( 神 度 の 合 ) 
や 神器 の 1 つの 草 難 の 剣 ( 天 業 雲 の 剣 ) と いっ た 鋭い 鉄 の 武器 の 話 が 
いく つか 見 られ ます 。 
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金属 器 へ の 移行 


黄泉 兵士 ( よ も つ へ いし ) 


大 百 足 (お お むか で ) 


『 神 々 の 大 地 一 古事 記 外 伝 ー』 で は 、 さ ま ざ ま な 人 怪物 が ダン ジョ ン を 
中 心 に 出現 し ます 。 こ こ で は 、 そ の 中 か ら ゲ ー ム の 序盤 に 出現 する モ 
ンス ター を 紹介 し ます 。 


南 泉 の 国 の 兵隊 。 死 等 の よう な 外見 の 兵士 。 隣 接し て 、 打撃 に よる 直 
接 攻 撃 を 行う 。 知 能 は 低い た め 、 術 は 使用 し な い 。 


黄泉 の 国 の 力 の 強い 女 。 黄泉 兵士 と 共に 出現 し 、 攻 撃 補助 の 役目 を 果 
た す 。 術 を 使用 する 。 

『 舌 事 記 』 で は 一 一 黄泉 の 国 へ 行っ た イザ ナギ が 、 死 ん だ イザ ナミ に 
追い か けら れ た と き に 、 い っ し ょ に 追い か け て きた の が 黄泉 醸 女 だ っ 
た 、 と いう 記述 で 登場 する 。 


巨大 化し た マム シ 。 ニ シキ へ ヘビ より さら に 大 きい 。 隣接 し て 打撃 に よ 
る 直接 攻撃 を 行う 。 攻 撃 時 に 相手 の 体内 に 毒 を 人 人 れる こと が ある 。 

「 舌 事 記 】 で は 一 一 オオ ナム ヂ が 根 の 国 で の 試練 の 初日 に 、 蛇 の いる 
日 の 当たら な い 部 屋 で 一 晩 明か す よ う 、 ス サ ノ オ に 命じ られ た と いう 
くだ り が ある 。 


巨大 化し た ムカ デ 。 隣接 し て 直接 攻撃 を 行う 。 

『 証 事 記 』 で は 一 一 根 の 国 に 行っ た オオ ナム ヂ が 、 ス サ ノ オ か ら 受 け 
た 試練 の 中 で 、 頭 の シラ ミ 取 り を 命じ られ た ら 、 い た の は 百 足 だ っ た 、 
と いう 記述 で 登場 する 。 ま た 、 百 足 の 出現 し た 場所 に は 鉱脈 が ある と 
いわ れ て いた 。 


が る 異形 の も の た ち 


胴 が 異様 に 太く 、 平 べ っ た い 蛇 。 細 く 短 い 尾 を 持ち 、 頭 は 三角 形 。 員 
みつ き に よる 直接 攻撃 の ほか に 、 毒 の 息 を 吐 く 8 


漆黒 の 大 虹 (し っ こく の だ いじ ゃ ) 
大 まむし より さら に 巨大 化し た 大 蛇 。 黄泉 比良 坂 で 「 生 大 刀 」 を 守る 。 
尻尾 で の 打撃 と 頭 部 で の 噛み つき の 2 種類 の 直接 攻撃 を する 。 
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立ち ふさ が る 異形 の も の た ちる 知識 の 章 


人 間 大 に 巨大 化し た 、 毒 を 持っ た 蜂 。 移動 で きる 範囲 
直接 攻撃 の 際 に 毒 を 注入 する こと が ある の で 注意 。 

「 古 事 記 】 で は 一 一 オオ ナム ヂ が 根 の 国 で 受け た 試練 の 1 つ で 、 蜂 の 
飛び 回 る 部 屋 で 一 晩 有明 か す よ うに 命じ られ た 、 と いう くだ り が ある 。 


が 広い 。 ま 6 


白い の し し (し ろ い の し し ) 

全身 真っ 白 の 釘 。 体 当たり し て 攻撃 する 。 攻撃 力 、 守 備 力 と も に 高い 。 
「 古 事 記 】 で は 一 一 ヤマ ト タ ケ ル ノ ミ コト が 伊吹 山 で 白い 猪 に 出会っ 

た 。 彼 は 、「 こ の 猪 は 伊吹 山の神 の 使い だ ろう か ら 帰 り に 殺せ ば よい ] 
と 言っ て 山 に 登 ろ うと し た 。 し か し 、 猪 は 神 の 使い で は な く 伊 吹 山 の 

神 そ の も の だ っ た 。 


| 知識 の 章 じ 立ち ふさ が る 異形 の も の た ち 


樹齢 が 10004 


E 以 上 た っ て 、 意 志 を 持つ よう に な っ た 木 。 移 動 で きる が 、 


その 動き は 極め て 組 慢 。 た だ し 、 体 力 は 高く 、 術 を 使い こなす 。 


大 百 足 が さ ら に 巨大 化し た も の 。 黄泉 比良 坂 で 、「 生 弓矢 ] を 守る 。 
頭 部 の 噛み つき と 、 尻 尾 に よる 打撃 の 2 種類 の 直接 攻撃 を 行う 。 


立ち ふさ が る 異形 の も の た ちる 3 知識 の 章 。 図 


信 ゲ ー ム 終了 


村 や ダン ジョ ン に 移動 し 、 中 に 入る 。 

神 術 、 鬼 道 の 2 種類 の 術 2 

道具 を 使用 ・ 装 備 し た り 、 不 要 な 道具 を 捨て る 。 

人 物 ・ 道 具 ・ 村 ・ 2 

村 の 領地 の 地形 を 調査 し た り 、 資 源 の 発掘 を 試み る 。 

ダン ジョ ン の 中 で 、 訂 や 宝箱 を 調べ た り 、 ス イッ チ な ど を 操作 し た り 、 
試す 。 また 、 パ ー テ ィ ー の 隊列 を 変更 する 。 

ゲー ム デ ー タ の セー プ や 表示 時 間 の 設定 を 変更 する 。 

ゲー ム を 終了 する 。 
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_ 桂 コ マン ド (っ 26 ペ ー ジ ) 


人 土地 
人 住民 
食物 資 
信 委 任 
信人 物 

情報 
信 車 事 
借 終 了 


岡 コマ ンド 一 覧 


開拓 、 耕 地 改 良 、 資 源 調査 を 行う 。 

職業 変更 、 職 業 指導 、 生 産物 の 変更 、 食 料 供 % 変更 や 啓 葵 衝動 を 行う 。 

その 村 で 備蓄 し て いる 物資 を 住民 に 与え た り 、 You 

村 の 経営 の 委任 、 解 除 を 行う 。 
の 村 の 人 物 に 対し て の 命令 を 見 た り 、 パ ー テ ィ ー の 変更 を 行う 。 

0 

人 物 へ の 兵士 配分 や 、 戦 争 な どの 軍事 に 関す る 命令 を 実行 する 。 

村 へ の コマ ン ド を 終了 する 。 


個人 戦闘 コマ ンド (っ 20 ペ ー ジ ) ( 


人 玉 撃 
人 移動 
念 術 

人 防御 

人 @ 道 具 
信 逃 ける 
念 情報 
信 終 了 


英 に 対し て 攻撃 を 行う 。 

戦闘 フィ ー ル ド 内 を 移動 する 。 

攻撃 、 回 復 の 術 を 使用 する 。 

敵 の 攻撃 か ら 身 を 守る 。 

パー ティ ー で 所 持 し て いる 道具 を 使用 し た り 装 備 し 直す 。 
戦闘 フィ ー ル ドド から 脱出 する 。 

パー ティ ー の 人 物 の 体力 や 気力 な どの 情報 を 見 る 。 

人 物 の コマ ンド を 終了 する 。 


村 戦 争 (H E X 戦 ) の コマ ンド (っ 31 ペ ー ジ ) 


念 移動 
借 攻 撃 
人 @ 情 報 
信 陣 形 
條 待機 
em 


部 職 戦闘 コマ 


@ 通 党 
@ 集 中 
@ 防 御 
@ 邑 
@ 送 散 


部 隊 を 移動 する 。 | 
隣接 する 部 隊 に 攻撃 を する 。 


敵 味 方 の 部 隊 情 報 を 見 る 。 
_ 部 隊 ご と の 内 部 陣形 を 変更 する 。 


部 隊 を 待機 きせ る 。 


部 隊 を 戦場 か ら 退 却 さ せる 。 


ンド (っ > っ 32 ページ) 


散 部 隊 に ふつ う の 攻 撃 を する 。 

敵 部 隊 の 人 物 を 集 申 的 に 攻撃 する 。 
攻撃 を せ ず に 防御 に 徹する 。 

部 隊 戦 闘 か ら 脱出 し 、 村 戦争 に 戻る 。 


、 部 隊 を 解散 し て 兵士 を パラ バラ に 逃がす 。 


句 表 の 見 方 回 


味 全 ・ 味方 全員 

敵 全 ・ 敵 全員 

周 文 : 使用 者 、 ま た は 指定 HEX の 周囲 放 HEX 
信 神 術 範囲 効果 
回 復 カイ フク ( 朝 居 味方 の 体力 を 回 復 する 
衆 回 復 ショ ウリ ウ カ イノ フク 周作 | 術 者 の 周囲 1 H E X の 味方 の 体力 を 回 復 する 
中 回 復 た コウ 1 スク 1 人 味方 の 体 カ を か な り 回 復 する 
強 回 復 ゴウ カイ フク MM 味方 の 体力 を 全 回 復 する 
衆 強 回 復 シュ ウゴ ヨウ カイ ラク 味 全 味方 全員 の 体力 を か な り 回 復 する 
治療 チリ リウ AI 味方 を 解毒 する 、 麻 痺 か ら 回 復 す る 
入魂 三 生み) ジン ( 肛 味方 を 催眠 ・ 混 乱 の 状態 か ら 回 復 する 
再生 サイ セイ 川 死亡 し た 味方 を 生き 返ら せる 
御 吉 慰 ミタ マフ リ 1 体 則幸 00SAIG 半 和 6GG だ G 
神 光 球 シン ショ 9 キュ 9 | 1 休 「 白い 火の玉 を 投げ つけ る II 
懲 睡 み マ ド ロ ミ 敵 全 敵 を 眠ら せる 
裂 鎧 レツ ガイ 1 体 敵 の 防御 カ を 下げ る 
昇 束 ジョ ウツ ウ ク 味 全 味方 の すばやさ を 上 げ る 
身 固 岩 ミ シ オ イ ルウ 味 全 味方 の 防御 力 を 上 げ る 
天光 護 2 ジニ ルリ / 三 | 味 全 味方 の 術 防 御 力 を 上 げ る 
天 鳥 船 アマ ノ ト リフ ネ 味 移 ダン ジョ ン の 外 に 脱出 する 

| ーー | 味 全 。 他 の 村 へ 一 瞬 で 移動 する 

信 鬼 道 範囲 効果 
火炎 カ 連 1 体 敵 1 体 に 火の玉 を ぶつ ける 
火炎 輪 カエ ン リ ン 周 1 術 者 の 周囲 1 H E X に 火炎 を 巻き 起こ す 
旋風 セン プ ウ 周 3 術 者 の 周囲 3 H E X に 旋風 を 起こ す 
員 タツ マキ 周 和 | 術 者 の 周囲 5 日 E X に 竜巻 を 起こ す 
毒 玉 ドク ダマ 1 体 敵 1 体 に 毒 の 玉 を ぶつ ける 
毒 肥 ドク ギリ 周 5 毒 の 共 を 発生 させ 、 敵 に 毒 を 与え る 
魔 影 マエ イ 敵 全 敵 に 幻影 を 見 せ 、 気力 を 奪う 
地 横 怒 ヂ フ ン ヌ 敵 全 地 須 を 起こ し 、 敵 の 体力 を 鶴 う 
天 火 矛 アマ ノ ヒ ボコ 周 1 指定 H E X と 隣接 する 敵 に 被害 を 与え る 
黄泉 還 所 訪 遇 シン 1 体 敵 1 体 を 一 瞬 に し て 死亡 させ る 
制 龍 セイ リウ 1 体 龍 系 の 敵 に 対し て 攻撃 呪文 を と な える 
退 暴 タイ ジャ 周 1 蛇 系 の 敵 に 対し て 攻撃 呪文 を と な える 
幻惑 ゲン ワク 英 全 英 に 幻 を 見 せ 、 混 乱 さ せる 
呪縛 ジュ バク 1 体 蔽 1 体 を 次 の ター ン だ け 動 け な く する 
明 鎖 ジュ サ 英 全 敵 の すばやさ を 下げ る 
龍神 リュ ウジ ン 使用 者 術 者 が 龍 に 変身 し て 攻撃 する 


鍛 導 部 候 の ぬ @… ト rt 90 


国造 9 の 流れ ……………… 25 
軍事 人 尽 ド ドド ドー の 7 
経験 値 GEOGOCOK222CO つ DDGOCK 2 つい 19 
芦 葵 活 動 CGIDC 26 
ゲーー ム ドス 細 症 EEEPCEECPECPD 11 


攻撃 ほ の 竹 類 汰 CS な Se な < こ Cs 21 
行動 カ PREOOOECHETEEECEEECTPCCCED 20 
個人 戦闘 … の の reiriei…… 20 
個人 戦闘 コマ ン ド … の tt 20 
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防御 力 … 


狩猟 25 


物 GOE2CLGDDOGGOOCR22GCOO ロ 7 生 2 
物 情報 つつ C つ い CC つて 13 
サフ オオ で で ee で の 33 


退却 REPPPPPPPOPPYPTFTCLPCCLLLLCCO 31 
林 力 
隊列 を 変更 
玉造 POCCPCLCLLLCD 
も 形 効果 
l 潮 の 百 足 
直接 攻撃 で es 21 


土師 COCOLOCCLOOLLLCCKIODCCOOOO 17 
フィ ー ル ドコ マン ド ………… 11 
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部 隊 戦 闘 コ マインド ………… 32 
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防具 … 
宝物 庫 BCDC つ 22COL2CGG フ OCG 16 
予 PPPOPCCKCCLPCPCCLCCL 17, 38 


村 戦 争 コ マン 1NEEECCEECCCCTD 31 
村 同 士 の 戦争 PPPPPCOCLOJCOOL 30 
モン スタ ーー ee rm 40 
や 

ツマ タ ノ オ ロ チ COCCO 34 


黄泉 兵 ゴ 


ら 


猟師 GOOGOCCGC CO つい に CCO 17 


き < ぃ ん 圏 


回 参考 文献 加 


回 サ ウン ドウ ェ ア に つい て 四 


回 本 文 イ ラス ト 回 


國 


「 国 造 書 」 を 作成 に あたり 、 次 の 諸 書 を 参考 に は させ て いた だ きま し た 。 
[図説 日 本 の 古代 (③ コメ と 金属 の 時 代 』 森 浩一 中央 公論 社 

「 ・ 日 本 書記 』 神野 記 隆 光 ・ 大 庭 み な 子 ン 新 潮 社 

訓 事 記 | 武田 祐 吉 訳 注 中 村 啓 信 補 町 ・ 解 説 / 角 川 文庫 

彰 日 本 古典 集成 古事 記 』 西宮 一 民 校 注 新 潮 社 

[幻想 事典 ・ 日 本 編 】 飯 島 健男 監修 / 日 本 ソフ トバ ンク 出版 事業 部 

想 世界 の 住人 た ち IV < 日 本 編 〉 』 多田 克己 新紀元 社 


「 日 本 神話 の 源流 』 吉田 敦彦 講談 社 


若 又 比 織 (わか くわ ひ お り ) プロ フィ ー ル 

1964 年 東京 生ま れ の 男性 。 東 京 芸術 大 学 音楽 部 作曲 科 卒 業 、 往 敏朗 
に 師事 。10 代 の 頃 よ り ロ ッ ク 系 イン デ ペ ン デ ント レー ベル の 多数 の バ 
ンド を 音楽 面 で す ポ ー ト 。 

芸大 卒業 後 は 衛星 放送 、 地 方 局 天気 予報 、 子 供 番組 等 の 音楽 を 多く 
手がけ る 。 ま た 、 兆 栄 の リコ エイ ショ ン ゲ ー ム 「 伊 忍 道 ・ 打 倒 信長 」 
を 皮切り に ゲー ム ミ ュー ジッ ク も 数 多く 手がけ 、 新 境地 を 見 い だ し て 
いる 。 さ ら に 、 若 手 ア イド ル へ の 楽曲 提供 、 新 人 バン ド の サウ ンド プ 
ロ デ ュ ー ス な ど 、 ジ ャ ン ル を 間 わ な い 幅 広い 知識 と 能力 を 生か し て 活 
忠 中 。 現在 自宅 で は コン ピュ ー タ ー (アタ リ 、 マ ッ ク ) や シー ケン サ 
ー を 縦横 無尽 に 操り 、 複 雑 化す る M I D 1 環境 を 制御 、 多 彩 な 創作 活 
動 を 行っ て いる 。 

今回 の 『 神 々 の 大 地 一 古事 記 外 伝 』 で も 捕 識 を 生か し て 様々 な 手 
法 、 ス タイ ル で ゲー ム を 盛り 上 げ て いる 。 ロ ッ ク 風 、 サ ル サ 風 、 ウ ェ 
スタ ン 風 … と な ん で も あり の 構成 は ゲー ム 音 楽 の 醍醐 味 と も いえ よう 。 


※ グ ゲー ム の 音楽 は 、 コ ン ピュ ー タ 本体 お よび サウ ンド ボー ド 内 蔵 の スピ ー カ で 開 
く と 、 音 が 容 ん で し まう 場合 が あり ます 。 サウ ンド ボー ド の ライ ン 端 子 か ら オ ー 
ディ オ 機 器 (ラジ カセ な ど ) へ 接続 し て 、 了 場 且 た っ ぷり の サウ ンド で ゲー ム を 
お 楽し みい た だ く こ と を お 葵 め し ます 。 


田中 宏明 (た な か ひろ あき ) 
1993 で KOEICO.LTD.「 国 千 書 』 


1993 KOEI CO.,LTD. 
KOE 


